
李
白
女
性
詩
訳
注
稿

1

寺
　
尾

り岡

〔
凡

例
〕

　
一
、
本
稿
は
、
唐
代
詩
人
の
中
に
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
数
多
く

の
女
性
詩
を
残
し
た
盛
唐
の
大
詩
人
・
李
白
の
、
女
性
を
題
材
・

素
材
に
し
た
詩
篇
を
細
大
漏
ら
さ
ず
取
り
上
げ
、
校
語
・
訳
注
を

施
し
、
唐
代
女
性
詩
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
な
ら
ん
こ

と
を
願
っ
て
編
集
し
た
。

　
一
、
底
本
と
し
て
は
、
現
在
最
も
普
及
し
て
い
る
清
の
王
埼
注

に
よ
る
『
李
太
白
全
集
』
（
中
華
書
局
版
、
略
称
『
王
埼
本
』
）
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。
文
字
の
異
同
（
「
校
語
」
）
に
関
し
て
は
、

主
と
し
て
『
静
嘉
堂
蔵
宋
本
李
太
白
文
集
』
（
略
称
、
『
宋
本
三
、

『
分
類
補
注
李
太
白
詩
』
（
「
許
本
」
を
参
照
、
略
称
『
分
類
補
注

本
』
）
、
『
李
詩
通
』
、
『
彷
宋
成
淳
李
翰
林
集
』
（
略
称
『
威
淳
本
』
）
、

『
文
苑
英
華
』
、
『
唐
宋
詩
醇
』
、
『
全
唐
詩
』
等
を
参
照
し
た
。

　
一
、
今
人
の
手
に
な
る
李
白
の
全
集
に
は
、
久
保
天
随
『
李
太

白
詩
集
』
（
続
国
訳
漢
文
大
成
、
一
九
二
八
年
）
、
大
野
実
之
助
『
李

太
白
詩
歌
全
解
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）
、
嬰
蜆

園
・
朱
金
城
『
李
白
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
、

安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
〇
年
）

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
適
宜
参
照
し
た
（
「
テ
キ
ス
ト
」
の
項
に
は
、

こ
れ
ら
の
頁
数
を
明
示
し
た
）
。

　
一
、
「
韻
字
」
に
つ
い
て
は
平
水
韻
に
準
拠
し
た
。

　
一
、
「
語
釈
」
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
、
王
埼
の
注
を
取
り

入
れ
た
が
＼
そ
の
際
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
典
調
査
を
行
い
、
調
査

で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
明
示
し
た
。
原
則
と

し
て
、
唐
以
前
の
詩
歌
に
つ
い
て
は
速
欽
立
編
『
先
秦
漢
魏
晋
南

北
朝
詩
』
（
略
称
『
先
秦
漢
魏
』
）
、
文
に
つ
い
て
は
厳
可
均
編
『
全
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上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
（
略
称
『
全
上
古
』
）
を
参
照
し
、

『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
特
に
『
文
選
』

に
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
、
解
説
中
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
敬
称
を
省
略
し
た
。

　
一
、
今
回
は
『
李
太
白
全
集
』
巻
二
十
五
の
「
閨
情
」
の
部
分

か
ら
、
「
寄
遠
十
二
首
」
に
校
語
・
訳
注
を
施
し
た
。
『
李
白
歌
詩

索
引
』
の
作
品
番
号
で
言
え
ば
、
9
3
6
番
か
ら
9
4
7
番
ま
で

に
該
当
す
る
。

　
　
※
本
稿
は
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
科
中
国
文
学
演
習
1
（
三
年
次
）
の
授

　
　
　
業
で
行
な
っ
た
研
究
成
果
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
労
苦
を
厭
わ

　
　
　
ず
丹
念
に
資
料
調
査
を
行
な
っ
た
学
生
諸
君
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
0
寄
遠
十
二
首

1
三
鳥
別
王
母

2
街
書
來
見
過

3
腸
断
若
勇
絃

4
其
如
愁
思
何

5
遙
知
玉
窃
裏

6
繊
手
弄
雲
和

7
奏
曲
有
深
意

8
青
松
交
女
羅

9
篤
水
山
井
中

　
と
ほ
　
　
　
　
よ
　
　
じ
ふ
に
し
ゆ

　
遠
き
に
寄
す
十
二
首

さ
ん
て
う
　
　
わ
う
ぽ
　
　
わ
か

三
鳥
　
王
母
に
別
れ

し
よ
　
　
ふ
く
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
よ

書
を
街
ん
で
　
来
た
り
て
過
ぎ
ら
る

は
ら
わ
た
　
　
た
　
　
　
　
　
げ
ん
　
　
き
　
　
　
　
ご
と

腸
の
断
つ
こ
と
絃
を
勇
る
が
若
し

そ
　
　
　
し
う
し
　
　
　
い
か
ん

其
れ
愁
思
を
如
何
せ
ん

は
る
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ぎ
よ
く
さ
う
　
　
う
ち

遥
か
に
知
る
　
玉
窓
の
裏

せ
ん
し
ゆ
　
　
う
ん
わ
　
　
ろ
う

繊
手
　
雲
和
を
弄
す
る
を

き
よ
く
　
　
そ
う
　
　
　
　
　
　
し
ん
い
　
あ

曲
を
奏
し
て
　
深
意
有
り

せ
い
し
よ
う
　
　
ご
よ
ら
　
　
ま
じ

青
松
　
女
羅
を
交
ふ

み
つ
　
　
そ
そ
　
　
　
　
さ
ん
せ
い
　
　
う
ち

水
を
写
ぐ
　
山
井
の
中

10
ｯ
泉
・
・
豆
殊
波

11

`
心
與
楚
恨

12

�
r
爲
誰
多

い
つ
み
　
　
お
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
な
み
　
　
こ
と

泉
を
同
じ
く
せ
ば
山
豆
に
波
を
殊
に
せ
ん

し
ん
し
ん
　
　
そ
ニ
ん

秦
心
と
楚
恨
と

け
う
け
う
　
　
　
　
　
い
つ
　
　
　
わ
ほ
　
　
　
　
な

較
較
た
り
　
誰
れ
か
多
き
と
為
さ
ん
か
は

　
【
テ
キ
ス
ト
】
〔
十
二
首
全
体
に
つ
い
て
〕
『
李
太
白
全
集
』
二
五
、

『
静
嘉
堂
蔵
宋
本
李
太
白
文
集
』
二
四
、
『
分
類
補
注
李
太
白
詩
』

二
五
、
『
李
詩
通
』
十
三
（
五
言
詩
九
首
）
・
二
〇
（
長
短
句
二
首
、

「
其
十
一
」
は
巻
四
「
楽
府
詩
」
の
「
長
相
思
三
首
」
の
第
三
首

目
に
収
め
る
。
こ
れ
は
唐
人
選
唐
詩
集
で
あ
る
『
又
玄
集
』
に
「
長

相
思
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
）
、
『
彷
宋
威
淳
李
翰
林
集
』
二
〇
、

『
唐
宋
詩
醇
』
巻
八
（
但
し
「
其
六
」
「
其
九
」
「
其
十
」
の
み
を

収
め
る
）
、
『
全
唐
詩
』
一
八
四
（
但
し
「
其
十
こ
は
巻
一
六
五

の
「
長
相
思
」
の
第
二
首
目
に
収
め
る
）
、
久
保
天
随
『
李
太
白

詩
集
』
下
巻
（
p
脇
～
脇
）
、
大
野
実
之
助
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』

（
P
㎜
～
P
㎜
、
P
㈱
）
、
聖
一
蜆
園
・
朱
金
城
『
李
白
集
校
注
』
（
P

踊
～
P
剛
）
、
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
（
P
獅
～
P
斑
）

「
開
元
十
九
年
、
李
白
三
十
一
歳
」
の
項
）
。

　
【
校
　
　
語
】

0
寄
遠
十
二
首
　
『
全
唐
詩
』
は
「
寄
遠
十
一
首
」
に
作
る
。

2
見
　
『
全
唐
詩
』
は
コ
作
相
』
」
と
注
す
る
。
と
す
れ
ば
、
「
相
」

　
　
は
「
す
き
」
「
ふ
ご
」
の
意
で
、
文
意
が
通
じ
な
い
。
『
成
淳
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本
』
は
「
相
」
に
作
り
、
「
一
作
『
見
』
」
と
注
す
る
。

3
絃
　
『
全
唐
詩
』
は
「
弦
」
に
作
る
。

4
思
何
　
『
成
淳
本
』
は
こ
の
句
の
下
に
「
一
本
無
此
二
句
」
と

　
　
注
す
る
。

5
宙
　
『
宋
本
』
は
「
屹
」
に
作
り
、
『
分
類
補
注
本
』
『
李
詩
通
』

　
　
は
「
臆
」
に
作
る
。

9
山
　
『
宋
本
』
『
成
淳
本
』
『
李
詩
通
』
は
「
落
」
に
作
る
。
『
王

　
　
碕
本
』
は
「
『
　
本
』
作
『
落
』
」
と
注
す
る
。

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
過
・
何
・
和
・
羅
・
波
・
多

（
歌
韻
）

　
【
語
　
　
釈
】

0
寄
遠
十
二
首
遠
く
に
い
る
妻
に
寄
せ
た
詩
を
十
二
首
を
集
め

　
　
る
。
「
寄
遠
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
李
白
以
降
、
許
渾
・

　
　
白
居
易
・
買
島
・
李
商
隠
・
杜
牧
・
陸
亀
蒙
と
い
っ
た
、
著

　
　
名
な
唐
詩
人
た
ち
の
作
品
の
中
に
も
見
え
、
ほ
と
ん
ど
が
遠

　
　
く
に
い
る
妻
（
あ
る
い
は
女
性
で
あ
る
と
こ
ろ
の
恋
人
）
に

　
　
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
以
前
に
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
こ

　
　
の
タ
イ
ト
ル
は
検
出
で
き
な
い
が
、
艶
冶
な
宮
体
詩
・
閨
情

　
　
詩
が
流
行
し
て
い
た
六
朝
時
代
に
、
こ
の
種
の
タ
イ
ト
ル
の

　
　
作
品
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
現
段
階
で
は
、

　
　
李
白
の
こ
の
作
品
が
濫
膓
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ち
な
み

　
　
に
、
宋
の
郭
茂
情
『
楽
府
詩
集
』
巻
九
四
「
新
楽
府
辞
五
」

　
　
は
、
「
寄
遠
曲
」
と
題
し
て
、
中
唐
の
王
建
・
張
籍
の
二
人

　
　
の
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。
や
は
り
遠
く
に
い
る
女
性
を
歌
っ

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
李
白
の
こ
の
十
二
首
は
、
お
そ
ら
く
は
一

　
　
時
に
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
長
江
中
流

　
　
域
の
い
わ
ゆ
る
「
楚
地
」
（
現
在
の
湖
北
・
湖
南
・
四
川
東

　
　
南
部
）
の
地
名
が
頻
出
す
る
の
で
、
彼
の
安
陸
（
現
湖
北
省
）

　
　
時
代
（
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
）
の
作
品
を
集
め
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
よ

　
　
と
推
定
さ
れ
る
。
当
時
、
彼
は
初
唐
期
の
宰
相
・
許
園
師
の

　
　
孫
女
と
結
婚
し
て
い
た
。
「
寄
遠
」
諸
作
に
登
場
す
る
女
性
が
、

　
　
概
ね
高
貴
な
婦
女
を
連
想
さ
せ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ

　
　
う
と
考
え
ら
れ
る
。

1
三
鳥
　
『
王
埼
本
』
に
「
三
鳥
ハ
、
三
青
鳥
。
西
王
母
ノ
使
也
。
」

　
　
と
あ
る
。
三
羽
の
青
い
鳥
。
『
山
海
経
』
の
「
西
山
経
」
「
大

　
　
荒
西
経
」
等
に
見
え
る
。
唐
詩
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
主

　
　
に
①
仙
界
か
ら
の
使
者
、
②
手
紙
を
運
ぶ
使
者
（
飛
脚
）
等

　
　
に
喩
え
ら
れ
る
。
「
青
鳥
」
と
も
。

　
王
母
　
西
王
母
の
こ
と
。
昆
嵜
山
に
棲
む
仙
女
。
こ
こ
で
は
妻

　
　
に
喩
え
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
、
李
白
は
妻
を
神
秘
的
か
つ

　
　
高
貴
な
女
性
に
設
定
し
て
い
る
。

2
見
　
尊
敬
を
表
す
。
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3
前
絃
　
（
弦
楽
器
の
）
弦
が
切
れ
る
こ
と
。
南
朝
・
宋
の
飽
照

　
　
の
「
傷
逝
賦
」
（
四
部
叢
刊
本
『
飽
氏
集
』
巻
二
）
に
「
蓋
ク
ル
コ
ト

　
　
若
コ
窮
煙
づ
、
離
ル
ル
コ
ト
若
⇒
勇
絃
↓
」
と
あ
る
（
但
し
『
全

　
　
上
古
』
は
「
勇
絃
」
を
「
箭
弦
」
に
作
り
、
『
初
学
記
』
巻

　
　
十
四
は
「
勇
」
を
「
断
」
に
作
る
）
。

5
遙
知
　
以
下
四
句
は
、
妻
の
心
情
を
想
像
す
る
。

　
玉
窃
　
玉
で
飾
っ
た
よ
う
な
美
し
い
窓
。
梁
の
簡
文
帝
「
傷
美

　
　
人
、
又
三
駒
」
に
「
何
レ
ノ
時
ヵ
玉
窟
ノ
裏
、
夜
夜
更
二

　
　
縫
い
ン
衣
ヲ
」
と
あ
る
。

6
繊
手
　
細
く
美
し
い
女
性
の
手
。
李
白
の
好
ん
だ
表
現
。

　
雲
和
　
小
型
の
琴
の
一
種
。
『
旧
唐
書
』
「
音
楽
志
」
に
「
如
け

　
　
　
や
や

　
　
箏
ノ
梢
小
ナ
ル
ヲ
日
∋
雲
和
↓
。
」
と
あ
る
。
な
お
『
王
埼
本
』

　
　
は
『
文
献
通
考
』
「
楽
考
」
の
「
雲
和
琵
琶
」
の
説
明
を
引

　
　
用
す
る
。

8
青
松
交
女
蔑
　
「
女
羅
」
は
地
衣
類
の
一
種
。
『
詩
経
』
に
も
見

　
　
え
る
。
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ヅ
ラ
、
サ
ル
オ
カ
ゼ
。
松
な
ど
に
ぶ
ら

　
　
さ
が
っ
て
、
寄
り
添
う
よ
う
に
生
え
る
た
め
、
し
ば
し
ば
男

　
　
に
た
よ
ろ
う
と
す
る
女
心
に
喩
え
る
。
李
白
の
「
去
婦
詞
」

　
　
に
も
「
女
羅
附
コ
青
松
＝
、
貴
砂
欲
コ
ル
ヲ
相
依
リ
投
イ
ン
ト
」

　
　
と
い
っ
た
類
似
表
現
が
あ
る
。

9
爲
水
　
「
写
」
は
「
潟
」
に
同
じ
。
こ
の
二
句
は
、
久
保
天
随
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
大
野
実
之
助
と
も
に
、
山
の
井
戸
に
二
種
類
の
水
を
注
ぎ
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ

　
　
む
と
き
、
そ
の
水
が
同
じ
泉
か
ら
湧
き
出
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
れ
ば
、
清
ら
か
さ
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
井
戸
の
中
で
異
な

　
　
る
波
を
立
て
る
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
方
向
で
解
釈
し
て
い

　
　
る
。
た
だ
、
両
者
と
も
、
そ
の
根
拠
な
り
出
典
を
明
示
し
て

　
　
い
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
、
南
朝
・
宋
の
謝
恵
連
の
「
代

　
古
」
（
『
先
秦
漢
魏
』
宋
詩
巻
四
、
『
玉
台
新
詠
』
巻
三
等
）

　
　
に
見
え
る
「
潟
畔
酒
ヲ
置
コ
バ
井
中
≡
、
誰
ヵ
能
ク
辮
コ
ン
斗
升
↓
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
　
し
じ
よ
う

　
　
合
ス
ル
コ
ト
如
コ
ン
パ
杯
中
ノ
水
↓
誰
ヵ
能
ク
判
コ
ン
溜
滝
↓
。
」

　
　
（
「
酒
を
井
へ
そ
そ
ぎ
こ
ん
だ
ら
だ
れ
が
水
と
酒
の
分
量
が

　
　
わ
か
ろ
う
そ
、
二
つ
合
せ
て
杯
の
中
の
水
の
よ
う
に
し
た
ら
、

　
　
だ
れ
が
そ
れ
が
潜
水
の
水
か
滝
水
の
水
か
わ
か
ろ
う
そ
、
ふ

　
　
た
り
の
仲
は
そ
の
井
の
水
、
そ
の
杯
の
水
の
様
な
も
の
だ
。
」

　
　
～
鈴
木
虎
雄
訳
解
『
玉
台
新
詠
集
』
上
〔
岩
波
文
庫
、
一
九

　
　
五
三
年
〕
に
よ
る
）
に
着
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
ち

　
　
な
み
に
こ
の
詩
句
も
『
列
子
』
「
説
符
」
の
白
公
と
孔
子
の

　
　
問
答
を
踏
ま
え
る
）
。
「
通
釈
」
で
は
「
山
井
」
中
の
水
と
「
泉
」

　
　
を
同
義
の
も
の
と
し
て
、
先
行
の
二
翻
訳
と
は
、
若
干
異
な
っ

　
　
た
解
釈
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

10

`
心
與
楚
恨
　
「
秦
」
は
現
在
の
陳
西
省
、
特
に
長
安
（
西
安
）

　
　
一
帯
を
指
す
。
「
楚
」
は
現
在
の
湖
北
省
・
湖
南
省
一
帯
を

　
　
指
す
。
以
下
二
句
に
つ
い
て
、
久
保
天
随
・
大
野
実
之
助
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
も
に
、
秦
人
と
楚
人
の
人
情
は
異
な
っ
て
い
て
相
容
れ
な
い
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が
、
我
々
二
人
の
気
持
ち
は
相
通
じ
合
っ
て
い
る
、
と
い
っ

　
　
た
方
向
で
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
秦
心
」
「
楚
恨
」
は
、

　
　
そ
こ
ま
で
屈
折
し
て
解
釈
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
、

　
　
「
秦
」
「
楚
」
に
お
互
い
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
「
秦

　
　
に
い
る
私
（
あ
る
い
は
君
）
の
心
」
と
「
楚
に
い
る
君
（
あ

　
　
る
い
は
私
）
の
恨
み
」
に
は
、
い
ず
れ
も
強
い
も
の
が
あ
る
、

　
　
と
い
っ
た
方
向
で
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

　
　
に
、
こ
の
詩
が
李
白
の
最
初
の
妻
・
許
氏
の
こ
と
を
歌
っ
て

　
　
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
女
は
安
陸
に
い
た
の
で
、
「
楚
恨
」
は

　
　
妻
の
方
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
安
旗
主
編
『
李
白

　
　
全
集
編
年
注
釈
』
は
、
「
白
時
二
在
コ
長
安
く
、
許
氏
ハ
在
コ

　
　
安
陸
く
、
故
二
云
フ
。
二
句
謂
コ
爾
地
相
思
フ
コ
ト
正
二
同
づ
ト
」

　
　
と
注
す
る
。

1
1
校
校
　
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
様
、
明
白
な
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
へ

　
爲
誰
多
　
ど
ち
ら
が
多
い
と
み
な
さ
れ
る
か
。
久
保
天
随
・
大

　
　
野
実
之
助
と
も
に
「
為
」
を
「
タ
メ
ニ
」
と
訓
じ
、
「
誰
が

　
　
た
め
に
多
き
」
と
す
る
が
、
今
は
取
ら
な
い
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
三
青
鳥
に
も
比
す
べ
き
使
者
は
、
西
王
母
の
ご
と
き
我
が
妻
の

元
を
去
り
、
手
紙
を
持
っ
て
、
我
が
旅
先
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
そ
の
手
紙
を
見
れ
ば
、
我
が
断
腸
の
思
い
は
、
あ
た
か
も
琴
の

弦
が
裁
ち
切
れ
る
が
ご
と
く
切
な
く
、
こ
の
愁
い
は
、
如
何
と
も

し
難
い
。

　
遥
か
に
思
い
遣
れ
ば
、
お
そ
ら
く
妻
は
、
美
し
い
窓
辺
に
寄
り

添
い
、
細
い
手
で
雲
和
の
琴
を
奏
で
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
彼
女
の
奏
で
る
曲
の
中
に
は
、
深
い
思
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
青
い
松
に
女
羅
が
ま
と
い
つ
く
よ
う
に
、
私
の
こ
と
を

慕
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
。

　
水
を
山
の
井
戸
の
な
か
に
注
げ
ば
、
そ
の
湧
き
出
で
る
泉
の
水

と
一
体
と
な
っ
て
、
同
じ
波
を
立
て
る
。
そ
の
よ
う
に
、
君
と
私

は
も
と
は
違
っ
て
い
て
も
、
い
ま
や
、
一
心
同
体
。

　
秦
の
地
に
い
る
私
の
心
と
、
楚
に
留
ま
っ
て
い
る
君
の
恨
み
と
、

ど
ち
ら
が
そ
の
思
い
が
多
い
か
、
そ
の
答
え
は
明
白
だ
。
一
心
同

体
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
、
同
じ
で
あ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　
0
其
ニ

ー
青
棲
何
所
在

2
乃
在
碧
雲
中

3
實
鏡
桂
秋
水

4
羅
衣
輕
春
風

5
新
肢
坐
落
日

6
恨
望
金
屏
空

7
念
此
逸
．
短
書

　
そ
　
　
　
　
に

　
其
の
二

せ
い
ろ
う
　
　
い
つ
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
あ

青
棲
　
何
れ
の
所
に
か
在
る

す
な
は
　
　
あ
　
　
　
　
へ
き
う
ん
　
　
う
ち

乃
ち
在
り
　
碧
雲
の
中

は
う
き
ゃ
う
　
　
し
う
す
ゐ
　
　
か

宝
鏡
　
秋
水
を
桂
け
る
が
ご
と
く

ら
　
い
　
　
し
ゆ
ん
ぷ
う
　
　
か
ろ

羅
衣
　
春
風
に
軽
し

し
ん
さ
う
　
　
ら
く
じ
つ
　
　
ざ

新
牧
　
落
日
に
坐
し

ち
や
う
ば
う
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
ぺ
い
　
　
む
な

恨
望
す
れ
ば
　
金
屏
　
空
し

こ
れ
　
　
お
も
　
　
　
　
　
た
ん
し
よ
　
　
お
く

此
を
念
っ
て
　
短
書
を
送
ら
ん
と
す
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8
願
因
讐
飛
鴻

ね
が
　
　
　

さ
う
ひ
ニ
う
　

よ

願
は
く
は
双
飛
鴻
に
因
ら
ん

　
【
校
　
　
語
】

3
水
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
李
詩
通
』
『
全
唐
詩
』

　
　
は
「
一
作
『
月
』
」
と
注
す
る
。

5
散
　
『
宋
本
』
は
「
粧
」
に
作
り
、
『
分
類
補
注
本
』
は
「
粧
」

　
　
に
作
る
。

6
金
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
コ

　
　
作
『
錦
』
」
と
注
す
る
。

7
念
此
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
＝

　
　
作
『
勇
綜
ヒ
と
注
す
る
。

8
因
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
は
「
一
作
『
同
』
」
と
注
す
る
。

　
飛
鴻
　
『
成
淳
本
』
は
こ
の
下
に
「
一
本
『
青
棲
何
所
在
』
作

　
　
一
首
」
と
注
す
る
。

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
中
・
風
・
空
・
鴻

（
東
韻
）

【
語
　
　
釈
】

0
其
二
　
こ
の
詩
は
、
虚
構
性
の
か
な
り
強
い
作
品
で
、
必
ず
し

　
　
も
李
白
と
妻
と
の
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
る
必
要
は

　
　
な
い
で
あ
ろ
う
。
設
定
と
し
て
は
、
あ
る
男
が
、
高
貴
な
女

　
　
性
に
求
婚
し
た
い
と
願
っ
て
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
出
そ
う
と
し

　
　
て
い
る
情
景
を
描
い
て
い
る
。

1
青
棲
　
「
青
楼
」
に
は
、
基
本
的
に
①
高
貴
な
女
性
の
棲
む
楼

　
　
閣
（
青
漆
の
彩
画
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
う
言
う
）
、
②

　
　
妓
楼
、
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
が
ふ
さ
わ

　
　
し
い
。
こ
の
冒
頭
の
二
句
は
、
明
ら
か
に
、
魏
の
曹
植
「
美

　
　
女
篇
」
の
「
借
問
ス
女
ハ
安
ク
ニ
居
ル
ト
、
乃
チ
在
コ
城
ノ
南
端
．
＝
。

　
　
青
棲
臨
二
大
路
＝
、
高
門
結
コ
重
關
↓
。
」
を
意
識
し
て
い
る
。

　
　
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
は
「
許
氏
ハ
爲
コ
相

　
　
門
ノ
女
一
故
二
云
フ
。
」
と
注
す
る
。

2
碧
雲
　
青
空
の
中
に
あ
る
雲
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

3
桂
秋
水
　
こ
こ
で
は
、
壁
に
掛
か
っ
て
い
る
鏡
を
秋
の
澄
ん
だ
　
コ

　
　
水
に
喩
え
て
い
る
。

4
羅
衣
　
う
す
ぎ
ぬ
の
衣
。

5
新
肢
化
粧
し
た
ば
か
り
の
状
態
を
言
う
。

6
金
屏
　
金
の
よ
う
に
美
し
い
屏
風
（
つ
い
た
て
）
。

空
　
人
気
な
い
。

7
短
書
　
短
い
手
紙
。
『
六
臣
注
文
選
』
巻
三
一
の
江
滝
「
雑
体

　
　
詩
三
十
首
、
李
都
尉
陵
」
に
「
袖
中
二
有
コ
短
書
一
願
バ
ク
ハ

　
　
寄
コ
ン
隻
飛
燕
ご
と
あ
り
、
李
周
翰
の
注
に
「
短
書
ハ
謂
⊃

　
　
小
書
↓
也
」
と
あ
る
。
李
白
の
こ
の
詩
の
末
尾
二
句
は
、
こ

　
　
の
江
滝
の
詩
を
踏
ま
え
る
が
、
「
燕
」
で
は
な
く
「
鴻
」
（
大



雁
）
と
し
て
い
る
の
は
、
韻
字
の
関
係
も
あ
る
が
、
中
国
古

典
詩
の
伝
統
と
し
て
、
「
雁
」
「
鴻
」
が
手
紙
を
運
ぶ
鳥
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
短
書
」
と
は
縁
語
的

な
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
青
楼
は
い
ず
こ
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
高
く
葺
え
て

青
空
の
雲
の
中
。

　
室
内
に
は
、
澄
ん
だ
秋
の
水
の
よ
う
な
宝
鏡
が
掛
か
り
、
そ
の

人
の
う
す
ぎ
ぬ
の
衣
は
、
軽
く
春
風
に
舞
い
上
が
る
。

　
彼
女
は
、
化
粧
を
し
直
し
た
ば
か
り
、
夕
日
の
中
に
座
っ
て
、

哀
し
げ
に
人
影
の
な
い
金
の
つ
い
た
て
を
眺
め
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
そ
う
思
え
ば
こ
そ
、
短
い
手
紙
で
も
贈
っ
て
差
し
上
げ
た
く
な

る
。
願
わ
く
ば
、
翼
を
並
べ
て
飛
ぶ
二
羽
の
大
雁
に
託
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
さ
ん

　
　
0
其
三

1
本
作
一
行
書

2
段
勤
道
相
憶

3
一
行
復
一
行

4
浦
紙
情
何
極

5
瑳
毫
有
黄
鶴

　
　
其
の
三

も
　
　
　
い
ち
ぎ
や
う
　
　
し
よ
　
　
つ
く

本
と
一
行
の
書
を
作
り

い
ん
ぎ
ん
　
　
あ
ひ
カ
も
　
　
　
　
い

段
勤
　
相
憶
ふ
を
道
ふ

い
ち
ぎ
や
う
　
　
ま
　
　
い
ち
ぎ
や
う

一
行
　
復
た
一
行

か
み
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
な
ん
　
　
き
は

紙
に
満
つ
る
も
　
情
何
ぞ
極
ま
ら
ん

え
う
だ
い
　
　
く
わ
う
か
く
あ

瑠
台
　
黄
鶴
有
り

6
爲
報
青
棲
人

7
朱
顔
凋
落
蓋

8
白
髪
一
何
新

9
自
知
未
雁
還

10

｣
居
経
三
春

11

漉
寫
｡
若
爲

12

c
窟
登
光
彩

13

恷
g
香
風
瓢

14

ｯ
與
紅
芳
待

た
め
　
　
せ
い
ろ
う
　
　
ひ
と
　
　
は
う

為
に
青
棲
の
人
に
報
ぜ
よ

し
ゆ
が
ん
　
　
て
う
ら
く
　
　
つ
く

朱
顔
　
凋
落
し
尽
し

は
く
は
つ
　
　
い
つ
　
　
な
ん
　
　
あ
ら

白
髪
　
一
に
何
ぞ
新
た
な
る

み
つ
か
　
　
　
し
　
　
　
　
い
ま
　
　
ま
さ
　
　
か
へ

自
ら
知
る
未
だ
応
に
還
る
べ
か
ら
ざ
る

をり
き
よ
　
　
さ
ん
し
ゆ
ん
　
　
　
へ

離
居
　
三
春
を
経
た
り

た
う
り
　
　
い
ま
　
　
い
か
ん

桃
李
　
今
　
若
為

ま
ど
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
く
わ
う
さ
い
　
　
は
つ

窓
に
当
っ
て
　
光
彩
を
発
せ
ん

か
う
ふ
う
　
　
　
　
　
ひ
る
が
へ
　
　
　
　
　
な
か

香
風
を
し
て
瓢
ら
し
む
莫
れ

こ
う
は
う
り
う
よ
ま

紅
芳
を
留
与
し
て
待
て

　
【
校
　
　
　
語
】

0
其
三
　
『
成
淳
本
』
は
第
四
首
目
に
配
す
る
。

2
段
勤
　
『
成
淳
本
』
は
「
態
勲
」
に
作
る
。

　
道
　
『
成
淳
本
』
は
「
坐
」
に
作
り
、
「
一
作
『
道
』
」
と
注
す
る
。

　
憶
　
『
宋
本
』
は
「
億
」
に
作
る
。

9
未
鷹
還
　
『
成
淳
本
』
は
「
一
作
『
未
因
老
』
」
と
注
す
る
。

　
還
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
は
コ
作
『
老
』
」
と
注
す
る
。

10

潤
@
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
二

　
　
作
『
君
』
」
と
注
す
る
。

12
求
@
『
宋
本
』
は
「
惚
」
に
、
『
分
類
補
注
本
』
は
「
臆
」
に
、

　
　
『
李
詩
通
』
は
「
窓
」
に
作
る
。

一51一



14
o
　
『
李
詩
通
』
は
「
取
」
に
作
る
。
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
は
「
一

　
　
作
『
取
』
」
と
注
す
る
。

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
憶
・
極

（
賄
韻
）

（
職
韻
）
人
・
新
・
春
（
真
韻
）
彩
・
待

　
【
語
　
　
釈
】

0
其
三
　
長
ら
く
旅
に
出
て
い
る
男
が
、
家
で
待
つ
妻
に
寄
せ
る

　
　
と
い
う
設
定
。
「
其
二
」
同
様
、
相
手
の
女
性
は
「
青
楼
」

　
　
に
棲
む
。

1
本
　
こ
こ
で
は
「
最
初
は
…
（
の
つ
も
り
だ
っ
た
）
」
の
意
。

　
一
行
書
　
一
行
ほ
ど
の
短
い
手
紙
。
南
朝
・
梁
の
何
遜
の
「
從

　
　
主
移
西
州
寓
直
斎
内
、
森
雨
不
晴
、
懐
郡
中
遊
聚
」
に
「
欲
以

　
　
寄
吐
ン
ト
一
行
ノ
書
↓
、
何
ゾ
解
ヶ
ン
三
秋
ノ
意
」
と
あ
る
。

2
段
勤
　
「
態
勲
」
に
同
じ
。
ね
ん
ご
ろ
に
。

5
珪
台
　
月
中
に
あ
る
と
い
う
玉
を
ち
り
ば
め
た
台
。
仙
人
・
仙

　
　
女
が
棲
む
。
『
楚
辞
』
「
離
騒
」
に
も
見
え
る
。
李
白
の
「
清

　
　
平
調
詞
、
其
一
」
に
も
「
若
シ
非
ゴ
ン
バ
群
玉
山
頭
二
見
↓
二
、

　
　
た
ま
た
ま

　
　
會
　
向
コ
ッ
テ
堵
量
月
下
≡
逢
ハ
ン
」
と
あ
る
。

　
黄
鶴
　
黄
色
い
鶴
。
仙
人
の
乗
り
も
の
と
い
う
。
手
紙
を
運
ぶ

　
　
使
者
と
し
て
の
用
法
で
は
、
梁
の
江
滝
の
「
去
故
郷
賦
」
に

　
　
「
願
バ
ク
ハ
使
∋
ン
黄
鵠
ヲ
シ
テ
分
報
コ
佳
人
ご
（
「
黄
鶴
」
と
「
黄

　
　
鵠
」
は
し
ば
し
ば
混
用
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
同
一
の
も

　
　
の
と
考
え
て
よ
い
。
王
埼
は
「
黄
鶴
」
と
し
て
引
用
し
て
い

　
　
る
）
と
あ
る
。

6
爲
　
我
が
た
め
に
。

10

｣
居
　
離
れ
て
棲
む
（
人
）
。
『
楚
辞
』
「
九
歌
」
「
大
司
命
」
に

　
　
　
　
　
　
お
く

　
　
「
葺
≡
以
テ
遺
コ
ン
ト
分
離
居
ご
と
あ
る
。

　
　
　
す

　
三
春
　
三
年
。
但
し
、
大
野
実
之
助
は
春
三
カ
月
と
解
釈
し
て

　
　
い
る
。
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
は
「
白
自
コ
開

　
　
元
十
八
年
春
一
赴
ゴ
長
安
｛
、
至
ユ
モ
ニ
十
年
春
≡
猶
ホ
在
コ
洛

　
　
陽
．
＝
、
故
二
云
⊇
二
春
↓
。
」
と
注
す
る
。

1
1
若
爲
　
「
如
何
」
に
同
じ
。

13

＆
藍
Z
　
「
香
風
」
は
花
の
香
を
含
ん
だ
風
。
「
瓢
」
は
そ
れ
が

　
　
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
風
が
花
の
香
を
運
び

　
　
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
の
色
香
（
若
さ
）
が

　
　
失
わ
れ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

14

ｯ
與
　
留
め
置
く
。
「
与
」
は
動
詞
の
後
ろ
に
置
か
れ
る
助
字
。

　
　
特
に
意
味
は
な
い
。
「
其
四
」
に
見
え
る
「
聞
与
」
の
「
与
」

　
　
と
同
じ
用
法
。

　
紅
芳
赤
い
花
。
こ
こ
で
は
、
妻
の
若
き
美
貌
を
も
暗
示
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
ゆ
く

　
　
い
る
。
梁
の
江
滝
の
「
銅
爵
妓
」
に
「
堵
色
行
雁
に
罷
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
シ

　
　
紅
芳
幾
タ
ビ
ヵ
爲
け
ン
樂
シ
．
、
ヲ
」
と
あ
る
。
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【
通
　
　
釈
】

　
は
じ
め
は
一
行
ほ
ど
の
短
い
手
紙
で
、
ね
ん
ご
ろ
に
君
を
思
っ

て
い
る
こ
と
を
、
し
た
た
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
行
、
ま
た
一
行
と
増
え
て
い
き
、
紙
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
も
、
情
は
尽
き
な
い
。

　
渚
台
に
棲
む
と
い
う
黄
鶴
よ
、
我
が
た
め
に
、
青
楼
に
暮
ら
す

あ
の
人
に
伝
え
て
く
れ
。

　
私
の
血
色
の
良
か
っ
た
顔
色
も
や
つ
れ
果
て
、
白
髪
が
新
た
に

驚
く
ほ
ど
増
え
て
き
た
。

　
私
は
、
自
分
が
当
分
帰
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
家
を
離

れ
て
、
す
で
に
三
年
。

　
我
が
家
の
桃
李
は
、
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
こ
と
や
ら
。
窓
の

側
で
、
輝
く
ほ
ど
の
美
し
さ
を
発
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
春
風
に
、
そ
の
香
り
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
香
り
豊

か
な
紅
の
花
を
留
め
置
い
た
ま
ま
、
私
の
帰
り
を
待
っ
て
い
て
ほ

し
い
。

　
0
其
四

1
玉
筋
落
春
鏡

2
坐
愁
湖
陽
水

3
聞
與
陰
麗
華

4
風
姻
接
鄭
里

　
そ
　
　
　
よ
ん

　
其
の
四

ぎ
よ
く
ち
よ
　
し
ゆ
ん
き
や
う
　
　
お

玉
筋
　
春
鏡
に
落
ち

は
な
は
　
　
う
れ
　
　
　
　
ニ
や
う
　
　
み
つ

坐
だ
愁
ふ
　
湖
陽
の
水

ぷ
ん
よ
　
　
　
　
　
い
ん
れ
い
く
わ

聞
与
す
　
陰
麗
華

ふ
う
え
ん
　
　
り
ん
り
　
　
せ
つ

風
畑
　
鄭
里
に
接
す
と

5
青
春
已
復
過

6
白
日
忽
相
催

7
但
恐
荷
花
晩

8
令
人
意
已
捲

9
相
思
不
惜
夢

10

坙
骭
?
z
塁

　
【
校
　
　
語
】

0
其
四
　
『
成
淳
本
』

1
春
　
『
王
埼
本
』

3
聞
　
『
王
埼
本
』

陰
　
『
李
詩
通
』

4
姻
　
『
李
詩
通
』

7
荷
　
『
王
埼
本
』

　
　
す
る
。

せ
い
し
ゆ
ん
　
　
す
で
　
　
ま
　
　
　
す

青
春
　
巳
に
復
た
過
ぐ

は
く
じ
つ
　
　
た
ち
ま
　
　
あ
ひ
う
な
が

白
日
　
忽
ち
相
催
す

た
　
　
　
わ
そ
　
　
　
　
　
か
く
わ
　
　
　
く

但
だ
恐
る
　
荷
花
の
晩
る
る
を

ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
す
で
　
　
く
だ

人
を
し
て
　
意
已
に
擢
け
し
む

さ
う
し
　

ゆ
め
　
を
し

相
思
　
夢
を
惜
ま
ず

に
ら
や
　
　
や
う
だ
い
　
　
む
か

日
夜
　
陽
台
に
向
は
ん

　
で
は
第
五
首
目
に
配
す
る
。

『
宋
本
』
は
「
一
作
『
清
』
」
と
注
す
る
。

『
宋
本
』
は
＝
作
『
且
』
」
と
注
す
る
。

は
「
険
」
に
作
る
。

は
「
煙
」
に
作
る
。

『
宋
本
』
『
全
唐
詩
』
は
＝
作
『
飛
』
」
と
注

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
水
・
里

（
紙
韻
）
催
・
提
・
量
（
灰
韻
）

【
語
　
　
釈
】

0
其
四
こ
の
詩
は
、
李
白
が
女
性
に
な
り
代
わ
っ
て
歌
う
。
安

　
　
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
も
、
「
此
ノ
詩
自
ラ
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つ
ま

　
　
代
い
リ
テ
内
二
贈
ル
。
」
と
評
す
る
。
久
保
天
随
・
大
野
実
之

　
　
助
と
も
に
男
性
の
一
人
称
で
翻
訳
し
て
い
る
が
、
「
玉
筋
」
「
荷

　
　
花
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
女
性
の
一
人
称
と
考
え
る
方
が
適

　
　
切
と
思
わ
れ
る
「
詩
語
」
が
頻
出
す
る
。

1
玉
筋
す
な
わ
ち
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い
箸
。
二
筋
に
な
っ
て

　
　
流
れ
る
女
性
の
涙
を
喩
え
る
。
『
白
孔
六
帖
』
巻
⊥
ハ
四
「
芙
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
お
も
て

　
　
の
「
玉
筋
」
の
条
に
「
甑
后
面
白
ク
、
涙
隻
垂
、
ン
テ
如
∋
玉

　
　
筋
づ
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
梁
の
劉
孝
威
「
独
不
見
」
に
「
誰
ヵ

　
　
憐
ム
隻
玉
筋
ノ
、
流
ル
テ
面
二
復
タ
流
励
襟
二
」
と
あ
る
。

　
春
鏡
　
見
慣
れ
な
い
表
現
。
春
の
水
の
よ
う
に
澄
ん
だ
鏡
と
い

　
　
う
意
か
。
こ
こ
で
の
「
鏡
」
は
、
お
そ
ら
く
下
句
の
「
湖
陽

　
　
水
」
の
水
面
を
喩
え
る
。
李
白
は
、
川
や
湖
の
水
面
を
鏡
に

　
　
喩
え
る
の
を
好
ん
だ
詩
人
で
あ
る
。

2
坐
愁
　
深
く
愁
え
る
。
「
坐
」
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
訓
で
は
「
ソ

　
　
ゾ
ロ
ニ
」
と
読
み
、
「
な
ん
と
は
な
し
に
」
と
い
っ
た
意
味

　
　
で
翻
訳
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
深
く
」
「
こ
と
に
」

　
　
「
は
な
は
だ
」
と
い
っ
た
意
味
（
程
度
が
甚
だ
し
い
こ
と
）

　
　
に
取
り
た
い
。
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匿
釈
』
は
「
坐
」
の
一

　
　
義
と
し
て
「
甚
辞
。
猶
深
也
、
殊
也
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
ま

　
　
古
楽
府
「
古
西
門
行
」
に
「
何
ゾ
能
ク
坐
ー
ダ
愁
フ
ル
コ
ト
佛

　
　
麓
タ
ル
」
と
あ
る
。

　
湖
陽
水
　
『
王
埼
本
』
は
「
湖
陽
縣
、
本
ト
漢
ノ
奮
縣
、
唐
時

　
　
隷
コ
唐
州
准
安
郡
＝
。
」
と
注
す
る
。
現
在
の
河
南
省
唐
河
県

　
　
西
南
の
の
湖
陽
鎮
。
そ
の
付
近
を
流
れ
る
川
と
し
て
は
比
水
、

　
　
酷
水
が
あ
る
。
な
お
、
次
句
に
あ
る
陰
麗
華
ゆ
か
り
の
新
野

　
　
は
湖
陽
の
西
北
約
三
十
キ
ロ
に
あ
る
。

3
與
　
動
詞
の
後
ろ
に
添
え
る
助
字
。
「
其
三
」
の
「
語
釈
」
を

　
　
参
照
。

　
陰
麗
華
　
新
野
（
現
在
の
河
南
省
新
野
県
）
出
身
の
女
性
。
後

　
　
漢
の
光
武
帝
の
皇
后
。
光
武
帝
が
新
野
を
訪
れ
た
と
き
、
そ

　
　
の
美
し
さ
を
耳
に
し
喜
び
、
後
、
歎
じ
て
「
妻
を
嬰
る
な
ら

　
　
ば
、
陰
麗
華
の
よ
う
な
女
性
が
良
い
。
」
と
語
り
、
果
た
し
て
、

　
　
し
ば
ら
く
し
て
彼
女
を
納
れ
、
皇
后
と
し
た
。
『
後
漢
書
』

　
　
巻
十
「
皇
后
紀
上
・
光
烈
陰
皇
后
紀
」
に
「
光
烈
陰
皇
后

　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
謹
，
麗
華
、
南
陽
新
野
ノ
人
。
初
メ
、
光
武
適
ゴ
新
野
く
、

　
　
聞
コ
后
ノ
美
↓
ル
ヲ
、
心
二
悦
げ
之
ヲ
。
後
至
コ
長
安
＝
、
見
二
執

　
　
金
吾
ノ
車
騎
ノ
甚
ダ
盛
↓
ナ
ル
ヲ
、
因
ッ
テ
歎
w
ン
テ
日
ク
、
『
仕

　
　
富
ス
レ
パ
當
に
作
ユ
執
金
吾
↓
、
嬰
け
バ
妻
ヲ
當
に
得
二
陰
麗

　
　
　
　
　
　
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
シ
ト

　
　
華
↓
。
』
更
始
元
年
六
月
、
遂
二
納
ユ
后
ヲ
於
宛
當
成
里
｛
。

　
　
時
二
年
十
九
。
」
と
あ
る
。

4
風
姻
接
鄭
里
　
新
野
と
湖
陽
と
は
、
同
じ
風
が
吹
き
、
同
じ
雲

　
　
が
連
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
ほ
ど
近
く
に
あ
る
、
隣
り
合
わ

　
　
せ
の
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
『
王
埼
本
』
は
「
自
］
新

　
　
野
一
至
ユ
湖
陽
く
、
道
里
遠
近
不
レ
及
コ
百
里
．
㌔
、
所
謂
『
風
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姻
接
コ
ル
鄭
里
ご
也
。
」
と
注
す
る
。

5
青
春
　
こ
こ
で
は
、
季
節
と
し
て
の
春
と
人
生
に
お
け
る
青
春

　
　
と
を
重
ね
て
い
る
。

6
白
日
　
太
陽
の
意
で
あ
る
が
、
日
月
の
推
移
も
暗
示
し
て
い
る
。

7
荷
花
晩
　
ハ
ス
の
花
が
衰
え
て
い
く
。
同
時
に
、
人
の
老
い
も

　
　
暗
示
す
る
。

10

z
畳
　
い
わ
ゆ
る
「
巫
山
雲
雨
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
戦
国

　
　
時
代
、
楚
の
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
九
）
の
序

　
　
　
　
む
か
し

　
　
に
「
昔
者
嚢
王
與
二
宋
玉
一
游
ゴ
於
雲
夢
之
墓
≡
、
望
コ
高
唐

　
　
之
観
↓
。
其
ノ
上
二
掲
－
ー
有
コ
雲
氣
一
。
…
王
問
比
テ
玉
二
日
ク

　
　
『
此
レ
何
ノ
氣
也
ト
。
』
玉
答
ヘ
テ
日
ク
『
所
謂
朝
雲
ナ
ル
者

　
　
也
ト
。
』
王
日
ク
『
何
ヲ
ヵ
謂
コ
ト
朝
雲
↓
。
』
玉
日
ク
『
昔
者
先

　
　
王
嘗
テ
游
ゴ
高
唐
く
、
怠
リ
テ
而
書
寝
ス
。
夢
二
見
ユ
一
婦
人
↓
。

　
　
日
ク
「
妾
ハ
巫
山
之
女
也
。
爲
コ
高
唐
之
客
一
。
聞
∋
君
ガ

　
　
游
コ
ヲ
高
唐
≡
、
願
ハ
ク
ハ
薦
コ
ン
ト
枕
席
↓
。
」
王
因
ッ
．
ア
幸
以

　
　
之
ヲ
。
去
ル
ニ
而
辞
シ
テ
日
ク
「
妾
ハ
在
コ
巫
山
之
陽
、
高
丘
之

　
　
　
　
あ
し
た

　
　
岨
く
。
旦
二
爲
コ
朝
雲
叫
、
暮
二
爲
ユ
行
雨
叶
、
朝
朝
暮
暮
、

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
陽
墓
之
下
。
」
旦
朝
二
視
ル
バ
之
ヲ
、
如
け
言
ノ
。
故
二
爲
二

　
　
立
け
廟
ヲ
、
號
シ
テ
日
コ
朝
雲
ヰ
。
』
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
陽
台
」

　
　
と
は
、
生
き
別
れ
と
な
っ
た
楚
王
と
巫
山
の
神
女
と
が
、
唯

　
　
一
出
会
え
る
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
玉
の
箸
の
よ
う
な
二
筋
の
涙
が
、
春
の
鏡
に
流
れ
落
ち
る
。
そ

れ
は
、
湖
陽
の
水
。
私
の
心
は
深
く
愁
え
る
。

　
聞
け
ば
、
「
妻
を
要
ら
ば
陰
麗
華
」
と
讃
え
ら
れ
た
陰
皇
后
ゆ

か
り
の
新
野
は
、
こ
こ
湖
陽
と
は
、
風
や
雲
を
共
に
す
る
、
隣
県

ど
う
し
。

　
春
の
季
節
は
す
で
に
終
わ
り
、
日
月
は
急
か
さ
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く
。

　
た
だ
恐
ろ
し
い
の
は
、
蓮
の
花
が
衰
え
て
ゆ
く
こ
と
。
人
の
心

を
滅
入
ら
せ
て
し
ま
う
。

　
あ
な
た
を
思
え
ば
こ
そ
、
夢
見
る
こ
と
を
惜
し
み
は
し
な
い
。

せ
め
て
夢
の
中
で
、
楚
王
と
巫
山
の
女
神
の
ご
と
く
、
日
夜
、
陽

台
の
も
と
で
お
会
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　
0
其
五

1
遠
憶
巫
山
陽

2
花
明
湶
江
暖

3
躊
躇
未
得
往

4
涙
向
南
雲
浦

5
春
風
復
無
情

6
吹
我
夢
魂
断

7
不
見
眼
中
人

　
そ
　
　
　
こ

　
其
の
五

と
ほ
　
　
わ
も
　
　
　
　
ふ
ざ
ん
　
　
み
な
み

遠
く
憶
ふ
　
巫
山
の
陽

は
な
あ
き
　
　
　
　
　
　
り
よ
く
か
う
あ
た
た

花
明
ら
か
に
　
濠
江
暖
か
な
り

ち
う
ち
よ
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
え

躊
躇
し
て
　
未
だ
往
く
を
得
ず

な
み
だ
　
　
な
ん
う
ん
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
み

涙
は
南
雲
に
向
か
っ
て
満
つ

し
ゆ
ん
ぷ
う
　
　
ま
　
　
じ
や
う
な

春
風
復
た
情
無
く

わ
　
　
　
む
ニ
ん
　
　
ふ
　
　
　
　
　
た

我
が
夢
魂
を
吹
き
て
断
つ

が
ん
ち
ゆ
う
　
　
ひ
と
　
　
み

眼
中
の
人
を
見
ず

一55一



8
天
長
音
信
短

て
ん
な
が
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
し
ん
み
ぢ
か

天
長
く
し
て
　
音
信
短
し

　
【
校
　
　
語
】

0
其
五
　
『
成
淳
本
』
で
は
第
三
首
目
に
配
す
る
。

2
暖
　
『
分
類
補
注
本
』
『
李
詩
通
』
は
「
媛
」
に
作
る
。

3
躊
　
『
分
類
補
注
本
』
は
「
躊
」
に
作
る
。

　
躇
　
『
分
類
補
注
本
』
は
「
眠
」
に
作
る
。

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
暖
・
満
・
断
・
短

（
早
韻
）

　
【
語
　
　
釈
】

0
其
五
　
こ
の
詩
は
巻
五
所
収
「
大
堤
曲
」
と
酷
似
す
る
。
第
一

　
句
か
ら
第
三
句
ま
で
が
全
く
異
な
り
、
第
六
句
「
断
」
が
「
散
」

　
　
に
、
第
八
句
「
短
」
が
「
断
」
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
み

　
な
同
じ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
い
ず
れ
か
が
初
校
で
、
今
一
つ

　
　
が
そ
の
改
訂
版
な
の
で
あ
ろ
う
。
『
王
埼
本
』
は
「
此
ノ
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

　
與
二
樂
府
ノ
『
大
堤
曲
』
一
相
同
ン
、
唯
ダ
首
ノ
三
句
異
ナ
ル
耳
。

　
編
者
重
ネ
テ
入
ル
。
」
と
注
す
る
。
内
容
的
に
は
、
男
の
一
人

　
称
で
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

1
巫
山
陽
　
「
巫
山
雲
雨
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
「
其
四
」
の
語

　
釈
を
参
照
。
「
陽
」
は
南
。
女
の
居
場
所
を
言
う
。

2
湶
江
　
緑
色
で
清
ら
か
に
澄
ん
だ
長
江
。

4
南
雲
　
妻
の
居
る
と
こ
ろ
を
言
う
。
「
雲
」
と
言
う
の
は
、
「
巫

　
山
雲
雨
」
を
意
識
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
妻
の
居
所

　
　
が
雲
に
隠
さ
れ
て
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
暗
示
す
る
。
陸

　
機
の
「
思
親
賦
」
に
「
指
⇒
南
雲
↓
以
テ
寄
比
欽
二
、
望
一
、
三

　
蹄
風
↓
而
効
の
誠
ヲ
」
と
あ
り
、
ま
た
南
朝
・
陳
の
江
総
の
「
於

　
長
安
露
還
揚
州
九
月
九
日
行
薇
山
亭
賦
韻
」
に
「
心
，

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
逐
⊃
テ
南
雲
↓
逝
キ
、
形
ハ
随
三
ア
北
鷹
．
～
來
ル
」
と
あ
る
。

6
夢
魂
　
夢
の
中
に
あ
る
魂
。
こ
こ
も
や
は
り
「
巫
山
雲
雨
」
の
、

　
夢
の
中
で
の
楚
王
と
巫
山
の
女
神
と
の
出
会
い
を
意
識
す

　
　
る
。

7
眼
中
人
　
常
に
自
分
の
意
中
に
あ
る
、
親
し
い
人
。
『
⊥
ハ
臣
注

　
文
選
』
巻
二
五
所
収
の
西
晋
・
陸
雲
の
「
答
張
士
然
」
に
「
髪

　
髭
タ
リ
眼
中
ノ
人
」
と
あ
り
、
注
に
「
濟
日
ク
、
…
眼
中
ノ

　
人
ト
ハ
謂
コ
親
識
↓
也
。
」
と
あ
る
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
は
る
か
思
い
出
す
の
は
、
君
の
居
る
巫
山
の
南
。
（
今
や
春
と

な
り
）
花
は
明
る
く
、
澄
ん
だ
川
は
さ
ぞ
暖
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
今
だ
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
く
せ
、

君
の
居
る
南
の
雲
の
方
を
見
て
は
涙
が
満
ち
溢
れ
る
。

　
春
の
風
は
心
な
く
、
私
を
す
ぐ
に
目
覚
め
さ
せ
て
、
夢
魂
を
吹
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き
ち
ぎ
っ
て
し
ま
う
。

　
意
中
の
人
に
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
空
は
果
て
し
な
く
続
き
、

君
は
遠
く
に
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
音
信
は
何
と
短
い
こ
と
か
。

　
0
其
六

1
陽
憂
隔
楚
水

2
春
草
生
黄
河

3
相
思
無
日
夜

4
浩
蕩
若
流
波

5
流
波
向
海
去

6
欲
見
終
無
因

7
遙
將
一
鮎
涙

8
遠
寄
如
花
人

　
そ
　
　
　
ろ
く

　
其
の
六

や
う
だ
い
　
　
そ
す
ゐ
　
　
へ
だ

陽
台
　
楚
水
を
隔
て

し
ゆ
ん
さ
う
　
　
く
わ
う
が
　
　
し
や
う

春
草
　
黄
河
に
生
ず

さ
う
し
　

に
ち
や
　
　
な

相
思
　
日
夜
と
無
く

か
う
た
う
　
　
　
　
　
り
う
は
　
　
ご
と

浩
蕩
と
し
て
流
波
の
若
し

り
う
は
　
　
う
み
　
　
む
か
　
　
　
　
さ

流
波
　
海
に
向
っ
て
去
り

み
　
　
　
　
ほ
つ
　
　
　
　
　
つ
ひ
　
　
よ
す
が
な

見
ん
と
欲
す
る
も
終
に
因
無
し

は
る
　
　
　
　
い
つ
て
ん
　
　
な
み
だ
　
　
も

遥
か
に
一
点
の
涙
を
将
っ
て

と
ほ
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
ご
と
　
　
ひ
と

遠
く
寄
せ
ん
　
花
の
如
き
人

　
【
校
　
　
語
】

2
黄
河
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
こ

　
　
の
句
の
下
に
コ
作
『
陰
雲
隔
楚
水
、
韓
蓬
落
泪
河
』
」
と

　
　
注
す
る
。

4
流
『
成
淳
本
』
は
＝
作
『
深
ヒ
と
注
す
る
。

5
流
『
成
淳
本
』
は
コ
作
『
深
』
」
と
注
す
る
。

6
無
因
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
こ

　
　
の
句
の
下
に
コ
作
『
定
続
珠
江
濱
ヒ
と
注
す
る
。
但
し
「
続
」

　
を
『
分
類
補
注
本
』
は

　
　
に
作
る
。

7
將
　
『
成
淳
本
』
は
＝
作

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
河
・
波

「
饒
」
に
、
’
『
全
唐
詩
』
は
「
逡
」

『
持
』
」
と
注
す
る
。

（
歌
韻
）
因
・
人
（
真
韻
）

【
語
　
　
釈
】

0
其
六
　
こ
の
詩
も
、
男
の
一
人
称
で
歌
わ
れ
て
い
る
。

1
陽
璽
　
こ
こ
も
「
巫
山
雲
雨
」
の
故
事
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
詳
細
は
「
其
四
」
の
語
釈
を
参
照
。

　
楚
水
　
長
江
の
こ
と
。
特
に
楚
の
地
方
（
湖
北
・
湖
南
一
帯
）

　
　
を
流
れ
る
そ
れ
を
言
う
。
妻
の
居
る
場
所
。

2
黄
河
　
男
の
住
む
地
区
を
指
す
。
女
の
居
所
の
あ
る
南
方
の
「
楚

　
　
水
」
と
対
比
さ
せ
る
。

4
浩
蕩
　
果
て
し
な
く
流
れ
る
様
。

5
流
波
前
の
句
の
末
尾
の
二
字
を
、
次
の
句
の
冒
頭
で
繰
り
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
れ
ん

　
　
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
蝉
聯
体
」
と
呼
ば
れ
る
技
法
。
歌

　
　
謡
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
す
。

6
無
因
　
す
べ
が
な
い
。

7
將
　
「
以
」
に
同
じ
。

　
一
点
　
一
粒
。
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8
如
花
人
　
愛
す
る
女
性
を
指
す
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
君
の
住
む
陽
台
の
あ
た
り
は
、
楚
を
流
れ
る
長
江
に
よ
っ
て
隔

て
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
私
の
い
る
北
方
の
黄
河
の
あ
た
り
は
、

よ
う
や
く
春
草
が
生
え
始
め
た
ば
か
り
。

　
日
夜
と
な
く
君
を
思
う
。
あ
た
か
も
果
て
し
な
く
流
れ
る
川
波

の
よ
う
に
。

　
流
れ
る
川
波
は
海
に
向
か
っ
て
去
っ
て
行
き
、
二
度
と
見
よ
う

も
、
す
べ
は
な
い
。

　
は
る
か
に
、
一
粒
の
涙
を
、
花
の
ご
と
く
美
し
い
君
に
送
り
届

け
た
い
。

　
0
其
七

1
妾
在
春
陵
東

2
君
居
漢
江
島

3
百
里
望
花
光

4
往
來
成
白
道

5
一
爲
雲
雨
別

6
此
地
生
秋
草

7
秋
草
秋
蛾
飛

8
相
思
愁
落
暉

　
そ
　
　
　
し
ち

　
其
の
七

せ
ふ
　
　
し
よ
う
り
よ
う
　
　
ひ
が
し
　
　
あ

妾
は
春
陵
の
東
に
在
り

き
み
　
　
か
ん
か
う
　
　
し
ま
　
　
を

君
は
漢
江
の
島
に
居
る

ひ
や
く
り
　
　
く
わ
く
わ
う
　
　
の
ぞ

百
里
花
光
を
望
み

わ
う
ら
い
　
　
は
く
だ
う
　
　
な

往
来
白
道
を
成
す

ひ
と
　
　
　
　
う
ん
う
　
　
わ
か
　
　
　
　
な

一
た
び
雲
雨
の
別
れ
を
為
し

ニ
ち
し
う
さ
う
し
や
う

此
の
地
　
秋
草
を
生
ず

し
う
さ
う
　
し
う
が
と

秋
草
秋
蛾
飛
び

あ
ひ
わ
も
　
　
　
　
　
ら
く
き
　
　
う
れ

相
思
ひ
て
　
落
暉
に
愁
ふ

9
何
由
一
相
見

10

ﾅ
燭
解
羅
衣

な
に
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
あ
ひ
み

何
に
由
り
て
か
一
た
び
相
見

し
よ
く
　
　
め
つ
　
　
　
　
ら
　
い
　
　
　
と

燭
を
滅
し
て
羅
衣
を
解
か
ん

　
【
校
　
　
語
】

1
妾
　
『
王
埼
本
』
は
コ
作
『
昔
』
」
と
注
す
る
。
『
宋
本
』
は
「
昔
」

　
　
に
作
り
、
コ
作
『
妾
』
」
と
注
す
る
。

　
春
　
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
は
「
春
」
に
作
る
。
下
句
の
「
漢

　
　
江
」
と
の
対
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
地
名
が
置
か
れ
る
の
が

　
　
自
然
で
あ
る
が
、
「
春
陵
」
と
い
う
地
名
は
一
般
に
見
ら
れ

　
　
な
い
。
従
っ
て
「
春
陵
」
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

4
白
道
　
『
王
埼
本
』
は
こ
の
句
の
下
に
「
一
作
『
日
日
采
薩
蕪
、

　
　
上
山
成
白
道
』
。
又
『
百
里
』
、
粛
本
作
三
日
』
」
と
注
す
る
。

　
　
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
コ
作
『
日
日
採

　
　
薩
蕪
、
上
山
成
白
道
』
」
と
注
す
る
。
但
し
『
分
類
補
注
本
』

　
　
は
「
採
」
を
「
采
」
に
作
り
、
「
藤
蕪
」
を
「
靡
無
」
に
作
る
。

　
　
ま
た
『
全
唐
詩
』
は
「
採
」
を
「
采
」
に
作
る
。
『
李
詩
通
』

　
　
は
こ
の
二
句
を
「
日
日
采
藤
蕪
、
上
山
成
白
道
」
に
作
っ
て

　
　
い
る
。

8
暉
　
『
宋
本
』
『
成
淳
本
』
は
「
輝
」
に
作
る
。

9
由
　
『
李
詩
通
』
は
「
時
」
に
作
る
。

10

?
ﾟ
　
『
王
埼
本
』
は
こ
の
句
の
下
に
「
末
二
句
＝
作
『
昔

　
　
時
携
手
去
、
今
時
流
涙
蹄
。
遙
知
不
得
意
、
玉
筋
黙
羅
衣
』
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四
句
」
と
注
す
る
。
『
宋
本
』
は
こ
の
句
の
下
に
「
一
本
『
輝
』

下
添
『
昔
時
撰
手
去
、
今
時
流
涙
蹄
。
遙
知
不
得
意
、
王
筋

鮎
羅
衣
』
」
と
注
す
る
。
『
李
詩
通
』
『
全
唐
詩
』
は
、
こ
の

句
の
下
に
＝
本
無
此
二
句
、
『
落
暉
』
下
有
『
昔
時
携
手
去
、

今
日
流
涙
蹄
。
遙
知
不
得
意
、
玉
筋
鮎
羅
衣
』
四
句
」
と
注

す
る
。

【
詩
型
・
韻
字
】

五
言
古
詩
。
島
・
道
・
草

（
皓
韻
）
飛
・
暉
・
衣
（
微
韻
）

【
語
　
　
釈
】

0
其
七
　
こ
の
詩
は
、
女
性
か
ら
男
に
寄
せ
る
と
い
う
設
定
に

　
　
な
っ
て
い
る
。
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
も
「
此
ノ

　
　
詩
モ
亦
タ
自
．
フ
代
川
テ
内
二
贈
ル
。
」
と
注
す
る
。

1
妾
　
女
性
の
一
人
称
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
よ
う

　
春
陵
　
『
通
典
』
巻
一
七
七
「
随
州
・
果
陽
（
県
）
」
の
条
に
「
漢
ノ

　
　
春
陵
、
故
城
ハ
在
コ
今
ノ
縣
ノ
東
≡
。
」
と
あ
る
。
今
の
湖
北

　
　
省
棄
陽
県
。
李
白
と
妻
・
許
氏
の
居
所
の
あ
っ
た
安
陸
は
、

　
　
そ
の
東
南
約
一
五
〇
キ
ロ
に
位
置
し
、
ま
た
「
其
四
」
に
見

　
　
え
る
湖
陽
は
、
北
約
三
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
。

2
漢
江
　
湖
北
省
を
東
南
に
流
れ
、
武
漢
に
お
い
て
長
江
に
合
流

　
　
す
る
大
河
。

3
花
光
　
花
の
輝
き
。
陳
後
主
の
「
梅
花
落
二
首
、
其
一
」
に
「
映
じ
テ

　
　
日
二
花
光
動
キ
、
迎
い
テ
風
ヲ
香
氣
來
タ
ル
」
と
あ
る
。
こ
こ

　
　
で
は
春
の
光
景
を
言
う
か
。

4
白
道
　
『
王
埼
本
』
「
洗
脚
亭
」
の
注
に
「
白
道
，
、
大
路
也
。

　
　
人
ノ
行
跡
多
ヶ
レ
バ
、
草
不
レ
能
い
生
ズ
ル
、
遙
ヵ
二
望
メ
バ
白

　
　
色
ナ
リ
。
故
二
日
コ
白
道
叫
。
唐
詩
多
ク
用
の
之
ヲ
。
鄭
谷
ノ
『
白

　
　
道
暁
霜
二
迷
フ
』
、
章
荘
ノ
『
白
道
向
励
ッ
テ
村
二
斜
ナ
リ
』
、
是

　
　
也
。
」
と
あ
る
。

5
雲
雨
　
「
巫
山
雲
雨
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
（
「
其
四
」
の
注
を

　
　
参
照
）
。

7
秋
草
　
前
の
句
の
句
末
の
二
字
を
繰
り
返
し
用
い
る
。
い
わ
ゆ

　
　
る
「
蝉
聯
体
」
の
技
法
。

　
秋
蛾
　
秋
の
蛾
。
梁
の
江
滝
の
コ
扇
上
繰
書
賦
」
に
「
促
織
分

　
　
始
メ
テ
鳴
キ
、
秋
蛾
号
初
メ
テ
飛
ブ
」
と
あ
り
、
ま
た
、
梁
の

　
　
呉
均
の
「
與
柳
憧
相
贈
答
詩
六
首
、
其
五
」
に
「
寒
轟

　
　
隠
ル
テ
壁
二
思
ヒ
、
秋
蛾
続
の
テ
燭
ヲ
飛
ブ
」
と
あ
る
。
秋
の
寂

　
　
し
げ
な
情
景
を
描
く
と
き
に
用
い
る
。

8
落
曜
　
夕
日
を
言
う
。
老
い
へ
の
恐
れ
を
暗
示
し
て
い
る
。

10

�
?
ﾟ
　
う
す
ぎ
ぬ
の
衣
の
帯
を
解
く
。
「
子
夜
四
時
歌
七
十

　
　
五
首
」
（
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
四
「
清
商
曲
辞
一
」
）
中
の
「
秋

　
　
歌
十
八
首
」
第
四
首
目
に
「
開
け
バ
窟
ヲ
秋
月
ノ
光
、
滅
ρ
テ

　
　
燭
ヲ
解
コ
羅
裳
↓
」
と
あ
る
。

一59一



2
與
君
此
時
初
別
離

3
金
瓶
落
井
無
消
息

4
令
人
行
嘆
復
坐
思

　
【
通
　
　
釈
】

　
私
は
春
陵
の
東
に
居
て
、
あ
な
た
は
漢
江
の
島
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
　
春
の
あ
る
日
、
家
の
外
を
眺
め
て
み
る
と
、
輝
く
ば
か
り
の
花
々

が
満
ち
溢
れ
、
前
の
大
通
り
は
人
の
往
来
で
路
面
も
白
く
な
っ
て

い
た
。

　
ひ
と
た
び
あ
な
た
と
雲
雨
の
別
れ
を
し
て
か
ら
は
、
こ
の
地
も

秋
の
草
が
生
い
茂
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
秋
の
草
に
は
秋
の
蛾
が
飛
び
交
い
、
私
は
あ
な
た
を
思
っ
て
、

暮
れ
行
く
日
の
光
を
愁
え
て
い
る
。

　
ど
う
す
れ
ば
、
あ
な
た
と
再
び
出
会
っ
て
、
と
も
し
び
を
消
し
、

う
す
ぎ
ぬ
の
衣
の
帯
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
は
ち

o
其
八
　
　
　
　
　
　
　
其
の
八

1
憶
昨
東
園
桃
李
紅
碧
枝
　
　
ぽ
ふ
鴫
ふ
　
薦
融
の
棚
李
　
矩
繧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み
　
　
こ
　
　
と
き
は
じ
　
　
　
　
べ
つ
り

5
坐
思
行
歎
成
楚
越

6
春
風
玉
顔
畏
錆
敏

君
と
此
の
時
初
め
て
別
離
す

き
ん
ぺ
い
　
　
ゐ
　
　
　
お
　
　
　
　
せ
う
そ
く
な

金
瓶
　
井
に
落
ち
て
消
息
無
く

ひ
と
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
た
ん
　
　
ま
　
　
　
ざ
　
　
　
　
お
も

人
を
し
て
行
き
て
嘆
じ
復
た
坐
し
て
思

は
し
む

ざ
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
た
ん
　
　
　
そ
え
つ
　
　
　
な

坐
し
て
思
ひ
行
き
て
歎
じ
楚
越
を
成
す

し
ゆ
ん
ぷ
う
　
　
ぎ
よ
く
が
ん
　
　
せ
う
け
つ
　
　
お
そ

春
風
　
玉
顔
錆
敏
を
畏
る

7
碧
窟
粉
粉
下
落
花

8
青
棲
寂
寂
空
明
月

9
雨
不
見

10

A
相
思

11

�
ｯ
錦
字
表
心
素

12

轄
｡
絨
愁
不
忍
窺

へ
き
そ
う
　
　
ふ
ん
ぷ
ん
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
く
わ
　
　
く
だ

碧
窓
　
粉
粉
と
し
て
　
落
花
を
下
し

せ
い
ろ
う
　
　
せ
き
せ
き
　
　
　
　
　
　
　
め
い
げ
つ
む
な

青
楼
　
寂
寂
と
し
て
　
明
月
空
し

ふ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
み

両
つ
な
が
ら
見
ず

た
　
　
　
あ
ひ
わ
も

但
だ
相
思
ふ

む
な
　
　
　
き
ん
じ
　
　
と
ど
　
　
　
し
ん
そ
　
　
へ
う

空
し
く
錦
字
を
留
め
て
心
素
を
表
す

い
ま
　
　
い
た
　
　
　
　
う
れ
ひ
　
　
か
ん
　
　
　
　
う
か
が
　
　
　
　
し
の

今
に
至
る
も
愁
を
絨
し
て
窺
ふ
に
忍

び
ず

　
【
校
　
　
語
】

1
紅
　
『
成
淳
本
』
は
「
花
」
に
作
り
、
「
一
作
『
紅
』
」
と
注
す
る
。

4
嘆
　
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
成
淳
本
』
『
李
詩
通
』
『
全
唐
詩
』

　
　
は
「
歎
」
に
作
る
。

5
坐
思
　
『
成
淳
本
』
は
＝
本
無
下
『
坐
思
』
二
字
」
と
注
す
る
。

6
錆
歌
　
『
成
淳
本
』
は
こ
の
句
の
下
に
コ
本
云
『
楚
越
春
風

　
　
畏
錆
駄
』
」
と
注
す
る
。

7
留
　
『
宋
本
』
は
「
惚
」
に
作
り
、
『
分
類
補
注
本
』
『
李
詩
通
』

　
　
は
「
臆
」
に
作
る
。

1
1
空
留
　
『
成
淳
本
』
は
二
本
無
此
二
字
」
と
注
す
る
。

　
表
　
『
分
類
補
注
本
』
は
「
素
」
に
作
る
。

【
詩
型
・
韻
字
】

　
長
短
句
〔
雑
言
〕
古
詩
。
枝
・
離
・
思
（
支
韻
）
越
・
駄
・
月
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（
月
韻
）
思
・
窺
（
支
韻
）

　
【
語
　
　
釈
】

0
其
八
　
こ
の
詩
も
女
性
の
一
人
称
で
、
女
性
が
男
に
寄
せ
る
と

　
　
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注

　
　
釈
』
は
「
此
ノ
詩
モ
亦
タ
自
．
フ
代
い
リ
テ
内
二
贈
ル
。
首
ノ
ニ

　
　
句
ハ
謂
和
初
メ
テ
入
ユ
長
安
く
之
行
担
。
」
と
注
す
る
。

1
東
園
桃
李
　
三
国
魏
の
玩
籍
「
詠
懐
詩
、
其
三
」
（
『
文
選
』
巻

　
　
二
三
）
に
「
嘉
樹
下
成
以
践
ヲ
、
東
園
桃
ト
與
レ
李
」
と
あ
る
。

　
紅
碧
　
花
の
赤
と
葉
の
緑
を
言
う
。

3
金
瓶
落
井
無
消
息
　
「
金
瓶
」
は
金
の
つ
る
べ
。
楽
府
の
「
准

　
　
南
王
篇
」
（
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
四
「
舞
曲
歌
辞
三
」
）
に
「
後

　
　
園
馨
け
テ
井
ヲ
銀
三
ア
作
川
抹
ヲ
、
金
瓶
素
綬
汲
ユ
寒
漿
↓
」
と

　
　
あ
る
。
「
金
瓶
落
井
」
と
は
、
つ
る
べ
を
（
深
い
）
井
戸
に

　
　
落
と
す
と
、
果
て
し
な
く
落
ち
て
行
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、

　
　
一
度
去
っ
て
し
ま
う
と
行
方
が
知
れ
な
く
な
る
と
い
う
喩

　
　
え
。
斉
の
釈
宝
月
「
佑
客
楽
二
曲
、
其
二
」
に
「
有
ル
バ
信

　
　
し
ズ
し
ズ

　
　
勤
、
寄
吐
書
ヲ
、
無
け
レ
パ
信
心
二
相
憶
フ
。
莫
∪
作
ス
瓶

　
　
落
川
ス
ヲ
井
二
、
一
タ
ピ
去
レ
バ
無
⊃
消
息
一
。
」
と
あ
る
。
な
お
、

　
　
大
野
実
之
助
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』
は
、
つ
る
べ
が
落
ち
た

　
　
後
は
な
ん
の
音
も
し
な
く
な
る
よ
う
に
、
相
手
か
ら
は
何
の

　
　
音
沙
汰
も
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
方
向
で
解
釈
し
て
い
る
。

4
行
嘆
復
坐
思
　
南
朝
・
宋
の
飽
照
「
擬
行
路
難
、
其
四
」
に
「
人

　
　
生
亦
タ
有
山
命
、
安
ク
ン
ゾ
能
ク
行
キ
テ
歎
ン
復
タ
坐
シ
テ
愁
ヘ
ン
」

　
　
と
あ
る
。

5
坐
思
行
歎
前
の
句
の
語
を
繰
り
返
す
。
い
わ
ゆ
る
「
蝉
聯
体
」

　
　
の
技
法
。

　
成
楚
越
　
「
楚
」
は
湖
南
・
湖
北
一
帯
、
「
越
」
は
漸
江
省
一
帯
。

　
　
「
成
楚
越
」
と
は
、
男
女
二
人
が
お
互
い
に
遠
く
離
れ
て
い

　
　
る
こ
と
の
喩
え
。
必
ず
し
も
、
実
際
の
両
者
の
位
置
関
係
を

　
　
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
◆
ろ
う
。

6
鋪
歌
　
消
え
失
わ
れ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
美
貌
が
衰
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
を
言
う
。
南
朝
・
宋
の
飽
照
「
行
薬
至
城
東
橋
」
（
『
文
選
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
　
巻
二
二
）
に
「
容
華
坐
ダ
消
歌
シ
、
端
二
爲
に
誰
ガ
苦
辛
ス
」

　
　
と
あ
る
。

7
碧
宙
　
碧
紗
を
掛
け
た
窓
。
女
性
の
部
屋
を
暗
示
す
る
。

8
青
楼
　
「
其
二
」
の
注
を
参
照
。
女
性
の
住
む
建
物
を
言
う
。

11

�
ｯ
錦
字
表
心
素
　
北
朝
・
前
秦
時
代
の
賓
稲
の
妻
・
蘇
意

　
　
（
字
は
若
蘭
、
武
功
の
人
）
が
、
秦
州
刺
史
の
任
の
た
め
遠

　
　
く
離
れ
て
住
む
夫
に
、
五
彩
の
4
8
を
織
り
、
回
文
旋
図
詩
（
八

　
　
百
余
字
か
ら
成
り
、
縦
横
、
逆
か
ら
読
ん
で
も
文
意
が
通
じ

　
　
る
と
い
う
詩
）
を
作
っ
て
贈
っ
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る

　
　
（
『
晋
書
』
巻
九
六
『
列
女
伝
』
の
「
窟
稲
妻
蘇
氏
」
、
『
文

　
　
苑
英
華
』
巻
八
三
四
所
収
の
則
天
武
后
「
蘇
氏
織
錦
回
文
記
」
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等
を
参
照
）
。
「
素
」
は
心
が
純
粋
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
る

　
　
と
同
時
に
、
手
紙
の
縁
語
と
し
て
の
白
絹
の
意
も
暗
示
し
て

　
　
い
る
。

12

O
愁
　
「
絨
」
は
本
来
、
手
紙
を
入
れ
る
箱
を
封
じ
る
紐
の
こ
と
。

　
　
こ
こ
で
は
愁
い
を
籠
め
た
手
紙
に
封
を
す
る
こ
と
を
言
う
。

　
　
陳
の
江
総
「
七
夕
」
に
「
横
波
翻
ッ
テ
潟
ば
涙
ヲ
、
束
素

　
　
反
ッ
テ
絨
以
愁
ヲ
」
と
あ
る
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
懐
え
ば
以
前
、
東
園
の
、
赤
き
花
・
緑
の
葉
を
つ
け
て
い
た
桃

李
の
枝
の
下
、
あ
な
た
と
こ
の
時
は
じ
め
て
お
別
れ
し
た
。

　
金
の
つ
る
べ
が
井
戸
に
落
ち
れ
ば
、
も
は
や
そ
の
行
方
は
わ
か

ら
な
い
。
あ
な
た
も
そ
れ
と
同
じ
。
私
は
歩
い
て
は
嘆
き
、
座
し

て
は
思
っ
て
い
る
。

　
座
し
て
は
嘆
き
、
歩
い
て
は
思
い
、
い
つ
の
間
に
か
、
二
人
の

距
離
は
楚
と
越
ほ
ど
に
も
離
れ
て
し
ま
う
。
恐
ろ
し
い
の
は
、
春

風
が
私
の
美
し
い
顔
を
消
し
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

　
緑
紗
の
か
か
っ
た
窓
に
は
、
粉
々
と
し
て
花
が
散
り
、
青
い
楼

閣
に
は
、
寂
々
と
し
て
空
し
く
明
月
が
昇
っ
て
い
る
。

　
二
人
は
会
え
な
い
、
た
だ
慕
い
続
け
る
だ
け
。

　
空
し
く
錦
の
字
を
し
た
た
め
て
、
一
途
な
心
を
述
べ
て
み
た
い
。

愁
い
を
籠
め
て
封
を
し
た
け
れ
ど
、
も
う
、
ど
う
し
て
も
見
直
す

気
に
は
な
れ
な
い
（
な
ぜ
な
ら
封
じ
籠
め
た
愁
い
が
ま
た
溢
れ
出

て
き
そ
う
だ
か
ら
）
。

　
0
其
九

1
長
短
春
草
緑

2
縁
階
如
有
情

3
巻
施
心
掲
苦

4
抽
却
死
還
生

5
観
物
知
妾
意

6
希
君
種
後
庭

7
閑
時
當
採
綴

8
念
此
莫
相
輕

　
そ
　
　
　
　
く

　
其
の
九

ち
ゃ
う
た
ん
　
　
し
ゆ
ん
さ
う
み
ど
り

長
短
　
春
草
緑
に

き
ざ
は
し
　
　
よ
　
　
　
　
じ
や
う
あ
　
　
　
　
リ
グ
ロ
と

階
に
縁
り
　
情
有
る
が
如
し

け
ん
し
　
　
ニ
ニ
ろ
ひ
と
　
　
く
る

巻
施
　
心
独
り
苦
し
み

ち
う
き
や
く
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ま
　
　
　
い

抽
却
す
る
も
死
し
て
還
た
生
く

も
の
　
　
み
　
　
せ
ふ
　
　
い
　
　
　
し

物
を
観
て
妾
が
意
を
知
れ

ね
が
　
　
　
　
　
き
み
　
　
ニ
う
て
い
　
　
う

希
は
く
は
君
　
後
庭
に
種
え
ん

か
ん
じ
　
　
ま
さ
　
　
さ
い
た
つ

閑
時
　
当
に
採
綴
す
べ
し

こ
れ
　
　
お
も
　
　
　
あ
ひ
か
ろ
　
　
　
　
　
な
か

此
を
念
ひ
て
相
軽
ん
ず
る
莫
れ

　
【
校
　
　
語
】

2
階
　
『
王
埼
本
』
は
「
　
本
作
『
門
』
」
と
注
す
る
。

　
　
は
「
門
」
に
作
る
。

3
菟
　
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
『
唐
宋
詩
醇
』
は

　
　
作
る
。

4
却
　
『
全
唐
詩
』
『
唐
宋
詩
醇
』
は
「
郁
」
に
作
る
。

7
採
　
『
李
詩
通
』
は
「
采
」
に
作
る
。

8
閑
　
『
全
唐
詩
』
は
「
聞
」
に
作
る
。

『
宋
本
』

「
施
」
に
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【
詩
型
・
韻
字
】

　
五
言
古
詩
。
情
・
生
（
庚
韻
）
庭
（
青
韻
）

そ
ら
く
庚
韻
・
青
韻
を
通
韻
と
し
て
い
る
〕

輕
（
庚
韻
）
〔
お

　
【
語
　
　
釈
】

0
其
九
　
こ
の
作
品
も
女
性
の
一
人
称
で
語
ら
れ
て
い
る
。
安
旗

　
　
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
も
「
此
ノ
詩
モ
亦
タ
自
．
フ

　
　
代
い
リ
テ
内
二
贈
ル
」
と
注
す
る
。

8
巻
蕗
心
濁
苦
　
「
巻
施
」
は
「
巻
施
」
と
も
書
く
。
植
物
の
一

　
　
種
で
、
別
名
「
宿
葬
」
と
い
う
。
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
一
「
薬

　
　
香
草
部
上
」
の
「
巻
施
」
の
条
に
「
『
爾
雅
』
二
日
ク
『
巻
施

　
　
草
、
抜
け
モ
心
ヲ
不
レ
死
セ
。
』
宿
葬
草
也
。
『
離
騒
』
二
日
ク
『
多
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
（
「
楚
辞
」
で
は
「
夕
」
に
作
る
）
撹
ユ
華
州
之
宿
葬
↓
。
』
『
南

　
　
越
志
』
二
日
ク
『
寧
郷
縣
ノ
草
多
⇒
巻
施
↓
抜
け
モ
心
ヲ
不
レ
死
セ
。

　
　
江
准
ノ
間
謂
コ
之
ヲ
宿
葬
↓
。
』
」
と
あ
り
、
『
楚
辞
』
「
離
騒
」

　
　
の
王
逸
注
に
「
草
冬
二
生
“
ン
不
W
死
セ
者
、
楚
人
名
ヅ
ヶ
テ
日
コ

　
　
宿
葬
↓
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
草
の
芯
の
部
分
を
抜
き
取
っ

　
　
て
も
死
な
な
い
と
い
う
、
生
命
力
の
強
い
植
物
。
こ
こ
で
は
、

　
　
女
性
の
愛
情
・
貞
操
の
堅
さ
を
暗
示
し
て
い
る
（
郁
賢
皓
『
李

　
　
白
詩
選
』
の
説
）
。
ま
た
、
「
苦
」
と
は
、
「
心
苦
し
い
」
と

　
　
い
う
意
と
、
「
に
が
い
」
と
い
う
意
を
掛
け
た
表
現
と
考
え

　
　
ら
れ
る
が
、
こ
の
草
が
に
が
い
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い

　
　
て
は
未
詳
。

4
抽
却
　
抜
き
取
る
。

5
親
物
　
「
観
」
は
観
る
。

6
後
庭
裏
庭
。

7
採
綴
　
摘
み
取
る
。

「
物
」
は
「
巻
施
」
を
指
す
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
（
あ
な
た
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
）
長
短
さ
ま
ざ
ま
の
春
草
は

緑
に
色
づ
き
、
き
ざ
は
し
に
沿
っ
て
、
あ
た
か
も
情
け
が
あ
る
か

の
よ
う
に
生
え
て
い
る
。

　
中
で
も
巻
施
草
は
、
独
り
苦
し
そ
う
。
芯
を
引
き
抜
い
て
み
る

と
、
枯
れ
て
は
ま
た
生
き
返
る
。

　
こ
の
、
い
じ
ま
し
い
草
を
見
て
、
私
の
心
も
察
し
て
欲
し
い
。

ど
う
か
、
裏
庭
に
で
も
植
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　
そ
し
て
、
閑
な
時
に
で
も
摘
み
取
っ
て
み
て
下
さ
れ
ば
、
そ
の

耐
え
忍
ぶ
強
さ
が
お
わ
か
り
に
な
る
は
ず
。
こ
の
草
も
私
と
同
様
、

お
ろ
そ
か
に
な
さ
ら
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
0
其
十

1
魯
縞
如
玉
霜

2
筆
題
月
支
書

3
寄
書
白
鶉
鵡

　
そ
　
　
じ
ふ

　
其
の
十

う
か
う
　
ぎ
よ
く
さ
う
　
ひ
ぞ
　
と

魯
縞
は
玉
霜
の
如
し

ひ
つ
だ
い
　
　
　
げ
つ
し
　
　
し
よ

筆
題
す
　
月
支
の
書

し
よ
　
　
よ
　
　
　
　
は
く
あ
う
む

書
を
寄
す
　
白
鶉
鵡
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4
西
海
慰
離
居

5
行
敷
難
不
多

6
字
字
有
委
曲

7
天
末
如
見
之

8
開
絨
涙
相
績

9
涙
蓋
恨
韓
深

10

逞
｢
同
此
心

11

且
v
千
萬
里

1
2
一
書
直
千
金

せ
い
か
い
　
　
り
き
よ
　
　
な
ぐ
さ

西
海
　
離
居
を
慰
め
ん

ぎ
や
う
す
う
　

お
ほ
　
　
　
　
　
　
い
へ
ど

行
数
　
多
か
ら
ず
と
難
も

じ
　
じ
　
　
　
　
い
き
よ
く
あ

字
字
　
委
曲
有
り

て
ん
ま
つ
　
　
も
　
　
こ
れ
　
　
み

天
末
　
如
し
之
を
見
ば

か
ん
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
な
み
だ
あ
ひ
つ
づ

絨
を
開
い
て
涙
相
続
か
ん

な
み
だ
つ
　
　
　
　
う
ら
　
　
う
た
　
　
ふ
か

涙
尽
き
て
恨
み
転
た
深
く

せ
ん
リ
　
　
　
ニ
　
　
ニ
ニ
ろ
　
　
わ
な

千
里
　
此
の
心
と
同
じ
か
ら
ん

あ
ひ
お
も
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ば
ん
り

相
思
ふ
こ
と
　
千
万
里

い
つ
し
よ
　
　
あ
た
ひ
　
　
せ
ん
き
ん

一
書
　
直
　
千
金

【
校
　
　
語
】

2
筆
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
全
唐
詩
』
は
「
一
作
『
勇
』
」
と
注

　
　
す
る
。

　
支
『
王
埼
本
』
は
「
粛
本
作
『
氏
』
」
と
注
す
る
。
『
分
類
補

　
　
注
本
』
『
李
詩
通
』
『
全
唐
詩
』
『
唐
宋
詩
醇
』
は
「
氏
」
に

　
　
作
る
。

4
慰
　
『
王
埼
本
』
は
「
膠
本
作
『
畏
』
」
と
注
す
る
。
『
宋
本
』

　
　
は
「
畏
」
に
作
る
。

10

ｯ
此
心
　
『
宋
本
』
『
李
詩
通
』
は
「
若
在
眼
」
に
作
り
、
さ
ら

　
　
に
こ
の
句
の
後
に
「
萬
里
若
在
心
」
の
句
が
あ
る
。
『
李
詩
通
』

　
　
は
、
こ
の
「
若
在
心
」
の
句
の
下
に
、
「
今
本
作
『
涙
蓋
恨

　
　
韓
深
、
千
里
同
此
心
』
」
と
注
す
る
。

　
此
心
　
『
王
埼
本
』
は
こ
の
句
の
下
に
「
膠
本
作
『
千
里
若
在
眼
、

　
　
萬
里
若
在
心
』
」
と
注
す
る
。
『
全
唐
詩
』
も
「
一
作
『
千
里

　
　
若
在
眼
、
萬
里
若
在
心
』
」
と
注
す
る
。

12

ｼ
　
『
全
唐
詩
』
は
「
値
」
に
作
る
。

【
詩
型
・
韻
王

五
言
古
詩
。
書
・
居

（
侵
韻
）

（
魚
韻
）
曲
・
績
（
沃
韻
）
深
・
心
・
金

　
【
語
　
　
釈
】

0
其
十
　
こ
の
詩
は
、
妻
が
遠
く
旅
先
に
あ
る
夫
に
寄
せ
る
と
い

　
　
う
設
定
。
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
は
「
此
ノ
詩

　
　
當
に
作
ユ
魯
地
．
㌔
。
」
と
注
す
る
。

　
　
ベ
シ

ー
魯
縞
　
魯
地
方
（
現
在
の
山
東
省
）
に
産
す
る
白
い
絹
。
『
王

　
　
埼
本
』
は
「
顔
師
古
『
漢
書
註
』
、
縞
ハ
、
縛
之
精
白
ナ
ル
者
。

　
　
魯
縞
ハ
、
魯
地
ノ
所
レ
作
ル
之
縛
。
」
と
注
す
る
。
李
白
の
「
送

　
　
魯
郡
劉
長
史
遷
弘
農
長
史
」
に
も
「
魯
縞
如
⇒
白
姻
↓
」
と

　
　
あ
る
。
古
く
か
ら
、
純
白
で
軽
や
か
な
肌
触
り
の
絹
（
素
）

　
　
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

2
月
支
　
「
月
氏
」
と
も
書
く
（
『
史
記
』
『
漢
書
』
）
。
音
は
同
じ
。

　
　
唐
の
張
守
節
『
史
記
正
義
』
巻
一
二
三
「
大
宛
列
伝
」
の
「
月

　
　
氏
」
の
注
に
「
『
氏
』
音
ハ
『
支
』
。
涼
・
粛
・
瓜
・
沙
等
ハ
、
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本
ト
月
氏
國
之
地
。
『
漢
書
』
二
云
フ
『
本
ト
居
ユ
敦
煙
・
那

　
連
ノ
間
ご
是
也
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
も
と
月
氏
国
の

　
　
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
河
西
回
廊
一
帯
を
言
う
。

3
白
鶉
鵡
　
『
王
埼
本
』
は
こ
の
句
に
つ
い
て
「
用
ユ
テ
白
鶉
鵡
↓

　
　
寄
以
書
ヲ
、
事
奇
ナ
レ
ド
モ
而
未
げ
詳
け
ヵ
ニ
セ
所
”
本
ヅ
ク
」
と

　
　
注
す
る
。
お
そ
ら
く
鶉
鵡
が
人
の
言
葉
を
話
せ
る
と
い
う
こ

　
　
と
か
ら
、
手
紙
を
運
ぶ
使
者
と
し
て
の
着
想
を
得
た
の
で
あ

　
　
ろ
う
。
『
初
学
記
』
巻
三
〇
「
鶉
鵡
」
の
条
所
引
の
『
南
方

　
　
異
物
志
』
に
よ
れ
ば
「
鶏
鵡
二
有
］
三
種
一
。
青
キ
ハ
、

　
　
大
ナ
ル
コ
ト
如
コ
烏
臼
↓
　
（
く
ろ
も
ず
）
。
　
一
種
ハ
白
、

　
　
大
ナ
ル
コ
ト
如
⇒
鴎
鵠
↓
　
（
ふ
く
ろ
う
）
。
　
一
種
ハ
五
色
、

　
　
大
ゴ
リ
於
青
キ
者
↓
リ
。
交
州
・
巴
南
蓋
ク
有
の
之
。
」
と
い
う
。

　
　
ま
た
、
南
宋
の
萢
成
大
『
桂
海
虞
衡
志
』
巻
六
「
志
禽
」
に

　
　
「
鶏
鵡
多
⇒
於
金
沙
江
邊
～
、
五
色
倶
備
ス
。
亦
タ
有
］
白
鶉

　
　
鵡
一
。
」
と
あ
る
。
李
白
は
白
色
を
好
ん
だ
詩
人
で
あ
る
の

　
　
で
「
白
鶉
鵡
」
を
登
場
さ
せ
た
の
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。

4
西
海
　
西
の
果
て
の
海
。
「
東
海
」
と
対
を
成
す
。
あ
る
い
は
、

　
　
「
海
」
は
砂
漠
を
指
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
西
域
の
砂
漠
地

　
　
帯
を
言
う
か
。
ま
た
、
漢
代
に
あ
っ
た
西
海
城
（
現
青
海
省
）

　
　
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

7
天
末
　
天
の
果
て
。
南
朝
・
宋
の
謝
荘
「
月
賦
」
（
『
文
選
』
巻

　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

　
　
＝
二
）
に
「
氣
露
コ
地
表
≡
、
雲
敏
ゴ
ル
天
末
≡
。
」
と
あ
る
。

8
絨
　
手
紙
（
あ
る
い
は
手
紙
を
入
れ
る
箱
）
を
綴
じ
る
紐
。
「
其

　
　
八
」
の
注
を
参
照
。

12

ｼ
　
「
値
」
に
同
じ
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
玉
霜
の
ご
と
き
こ
の
魯
の
し
ろ
ぎ
ぬ
に
、
月
氏
の
地
へ
の
手
紙

を
し
た
た
め
て
い
る
。

　
こ
の
手
紙
を
白
い
鴉
鵡
に
託
し
て
、
西
の
海
に
離
れ
て
住
む
夫

を
慰
め
た
い
。

　
行
数
は
決
し
て
多
く
な
い
。
し
か
し
、
一
字
一
字
に
は
、
委
曲

を
尽
く
し
た
つ
も
り
。

　
天
の
果
て
、
も
し
あ
な
た
が
こ
の
手
紙
を
見
た
な
ら
ば
、
封
を

開
い
た
ま
ま
、
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
涙
が
枯
れ
は
て
て
も
、
無
念
の
気
持
ち
は
、
一
層
強
ま
る

は
ず
。
千
里
の
彼
方
に
離
れ
て
い
て
も
、
二
人
の
心
は
い
つ
も
同

じ
な
の
だ
か
ら
。

　
千
万
里
も
離
れ
て
、
お
互
い
に
思
い
合
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
一
通
の
手
紙
も
、
千
金
に
値
す
る
。

　
0
其
十
一

1
美
人
在
時
花
浦
堂

2
美
人
去
後
餓
空
林

　
そ
　
　
じ
ふ
い
ち

　
其
の
十
一

び
じ
ん
あ
　
　
　
　
と
き

美
人
在
り
し
時

び
じ
ん
さ
　
　
　
　
の
ち

美
人
去
っ
て
後

空～花2
躰も

をう堂t；
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し
や
う
ち
ゆ
う
　
　
し
う
ひ
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
い

3
林
中
繍
被
巻
不
寝
　
　
鉢
中
の
繍
被
は
巻
い
て
寝
ね
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
い
た
　
　
　
　
　
さ
ん
ざ
い
　
　
よ
か
う
　
　
き

4
至
今
三
載
聞
鈴
香
　
　
今
に
至
っ
て
　
三
載
　
余
香
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
　
　
ま
　
　
つ
ひ
　
　
め
つ

5
香
亦
寛
不
滅
　
　
　
　
香
も
亦
た
寛
に
滅
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
ま
　
　
　
つ
ひ
　
　
　
き

6
人
亦
寛
不
來
　
　
　
　
人
も
亦
た
寛
に
来
た
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
わ
も
　
　
　
　
　
く
わ
う
え
ふ
お

7
相
思
黄
葉
落
　
　
　
　
相
思
へ
ば
　
黄
葉
落
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
ろ
　
　
せ
い
た
い
　
　
う
る
ほ

8
白
露
渥
青
苔
　
　
　
　
白
露
　
青
苔
を
湿
す

　
【
校
　
　
語
】

0
其
十
一
　
『
王
埼
本
』
は
こ
の
下
に
「
此
首
一
作
『
贈
遠
』
」
と

　
　
注
す
る
。
『
宋
本
』
も
こ
の
詩
の
末
尾
に
同
様
の
注
を
付
す
。

　
　
『
李
詩
通
』
は
こ
の
詩
を
「
長
相
思
三
首
」
の
第
三
首
目
に

　
　
収
録
し
、
詩
の
末
尾
に
「
此
首
一
作
『
寄
遠
』
」
と
注
す
る
。

　
　
ま
た
『
全
唐
詩
』
『
唐
宋
詩
醇
』
は
「
長
相
思
」
の
第
二
首

　
　
目
に
収
録
し
、
『
全
唐
詩
』
は
末
尾
に
「
此
篇
一
作
『
寄
遠
』
」

　
　
と
注
す
る
。
唐
・
土
早
荘
編
『
又
玄
集
』
巻
上
は
、
こ
の
詩
を

　
　
「
長
相
思
」
と
し
て
収
め
て
い
る
。

2
鹸
　
『
全
唐
詩
』
は
「
空
」
に
作
り
、
「
一
作
『
花
』
」
と
注
す
る
。

　
鹸
空
　
『
又
玄
集
』
は
「
空
除
」
に
作
る
。
『
全
唐
詩
』
は
「
空

　
　
鹸
」
に
作
り
、
コ
作
『
飴
空
』
」
と
注
す
る
。

　
淋
　
『
又
玄
集
』
は
「
床
」
に
作
る
。

3
淋
　
『
又
玄
集
』
は
「
床
」
に
作
る
。

　
巻
不
寝
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は

　
　
「
一
作
『
更
不
巻
』
」
と
注
す
る
。
『
李
詩
通
』
は
「
更
不
巻
」

　
　
に
作
り
、
「
一
作
『
巻
不
寝
』
」
と
注
す
る
。
『
又
玄
集
』
は
「
寛

　
　
不
掩
」
に
作
る
。

4
聞
鹸
　
『
王
埼
本
』
は
「
一
作
『
猶
聞
』
」
と
注
す
る
。

　
聞
鉾
香
　
『
宋
本
』
『
分
類
補
注
本
』
は
「
一
作
『
猶
聞
香
』
」

　
　
と
注
す
る
。
『
全
唐
詩
』
は
「
猶
聞
香
」
に
作
り
、
コ
作
『
聞

　
　
飴
香
』
」
と
注
す
る
。
『
又
玄
集
』
は
「
猶
聞
香
」
に
作
る
。

7
落
　
『
王
埼
゜
本
』
『
李
詩
通
』
『
全
唐
詩
』
は
「
一
作
『
蓋
』
」
と

　
　
注
す
る
。
『
宋
本
』
は
「
蓋
」
に
作
り
、
コ
作
『
落
』
」
と

　
　
注
す
る
。
『
威
淳
本
』
は
「
蓋
」
に
作
る
。

8
漏
　
『
王
埼
本
』
『
宋
本
』
は
「
一
作
『
鮎
』
」
と
注
す
る
。
『
全
　
　
↑

　
　
唐
詩
』
は
「
黙
」
に
作
り
、
＝
作
『
淫
』
」
と
注
す
る
。
『
又
　
弍

　
　
玄
集
』
は
「
黙
」
に
作
る
。

　
【
詩
型
・
韻
字
】

　
長
短
句
〔
雑
言
〕
古
詩
。
堂
・
林
・
香
（
陽
韻
）
來
・
苔
（
灰

韻
）　

【
語
　
　
釈
】

0
其
十
一
　
こ
の
詩
は
、
つ
と
に
唐
代
か
ら
評
判
が
高
か
っ
た
よ

　
　
う
で
、
晩
唐
期
の
詞
華
集
『
又
玄
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い

　
　
る
。
な
に
よ
り
文
字
の
異
動
の
多
さ
が
、
こ
の
詩
の
流
布
の



　
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
美
人
」
を
男
と
取
る
か
女
と
取

　
　
る
か
に
よ
っ
て
、
男
の
一
人
称
、
女
の
一
人
称
い
ず
れ
に
も

　
解
釈
で
き
る
が
、
や
は
り
、
素
材
の
用
い
方
か
ら
考
え
て
、

　
男
の
一
人
称
と
し
て
解
釈
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
久

　
　
保
天
随
・
大
野
実
之
助
と
も
に
、
男
の
立
場
か
ら
歌
っ
た
も

　
　
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
久
保
天
随
は
、
お
そ
ら
く
女
性

　
　
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
ま
た
大
野
実

　
　
之
助
は
、
李
白
が
高
貴
な
女
性
の
も
と
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、

　
　
女
性
が
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
詩
を
書
い
た
の
で
あ
ろ

　
　
う
と
推
理
し
て
い
る
。

1
堂
　
奥
座
敷
。

2
淋
　
ベ
ッ
ド
。
寝
台
。

3
繍
被
　
刺
繍
を
施
し
た
掛
け
布
団
。

　
巻
不
寝
　
掛
け
布
団
を
畳
ん
だ
ま
ま
、
眠
ら
な
い
。

4
聞
香
を
嗅
ぐ
。

7
黄
葉
　
秋
に
黄
色
に
染
ま
っ
て
落
ち
る
葉
。
落
葉
は
、
盛
唐
以

　
　
前
は
「
黄
葉
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
中
唐
以
降
、

　
　
と
り
わ
け
白
居
易
の
後
は
「
紅
葉
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
多
く
な
っ
た
。
色
彩
的
な
好
み
の
変
遷
が
窺
え
る
「
詩
語
」

　
　
で
あ
る
。

【
通
　
　
釈
】

　
美
人
が
居
た
と
き
は
、
こ
の
座
敷
も
花
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
の
に
、
美
人
が
去
っ
て
し
ま
っ
た
後
は
、
人
気

な
い
寝
台
を
空
し
く
余
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
今
に
至
っ
て
、
三
年
の
月
日
が
た
っ
た
の
に
、
な
お
部
屋
に
は

名
残
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
。

　
香
り
は
滅
す
る
こ
と
な
く
、
あ
の
人
が
ふ
た
た
び
戻
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
。

　
君
を
思
え
ば
、
黄
葉
は
散
り
行
き
、
白
露
は
青
い
苔
を
潤
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
じ
ふ
に

o
其
＋
二
　
　
　
き
み
其
ぷ
の
汁
仁
け
ん
ー
よ
く
あ
い

1
愛
君
芙
蓉
嬉
娼
之
監
色
さ
ん
　
君
が
芙
溶
埠
娼
初
惜
逸
鮭
愛
す

2
若
可
喰
号
難
再
得
　
　
喰
す
べ
き
が
若
く
　
再
び
得
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
う
ぎ
よ
く
せ
い
け
い
　
　
め
い
し
ん
　
　
あ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み

3
隣
君
泳
玉
清
週
之
明
心
　
　
君
が
泳
玉
清
迎
の
明
心
を
憐
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
き
は
　
　
　
　
　
　
　
　
い
す
で
　
　
ふ
か

4
情
不
極
分
意
已
深
　
　
情
極
ま
ら
ず
意
已
に
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た
　
　
　
　
ら
う
か
ん
　
　
き
し
よ
く
　
　
と
も

5
朝
共
狼
升
之
綺
食
　
　
朝
に
は
瑛
牙
の
綺
食
を
共
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
　
　
　
　
え
ん
あ
う
　
　
き
ん
き
ん
　
　
お
な

6
夜
同
鴛
鴛
之
錦
哀
　
　
夜
に
は
鴛
鳶
の
錦
袋
を
同
じ
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
じ
や
う
　
　
ゑ
ん
ら
ん
　
　
た
ち
ま
　
　
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

7
恩
情
娩
髪
忽
爲
別
　
　
認
情
の
疏
瀕
ん
ご
拍
別
れ
を
為
糺

8
使
人
莫
錯
乱
愁
心
　
　
人
を
し
て
愁
心
に
錯
乱
す
る
こ
と
莫
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
め
よ
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9
乱
愁
心

10

ｶ
如
雪

H
寒
燈
厭
夢
魂
欲
絶

12

�
ﾒ
相
思
生
白
髪

13

m
盈
漢
水
若
可
越

14

ﾂ
惜
凌
波
歩
羅
鞭

15

?
l
美
人
分
蹄
去
來

16

恪
?
ｩ
雲
暮
雨
分
飛
陽
塁

し
う
し
ん
　
　
み
だ

愁
心
に
乱
る
れ
ば

な
み
だ
　
　
ゆ
き
　
　
ご
と

涕
は
雪
の
如
し

か
ん
と
う
　
　
ゆ
め
　
　
い
と
　
　
　
　
こ
ん
た
　
　
　
　
　
　
ほ
っ

寒
燈
　
夢
を
厭
ひ
て
魂
絶
え
ん
と
欲
し

さ
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
さ
う
し
　
　
は
く
は
つ
　
　
し
や
う

覚
め
来
た
っ
て
相
思
　
白
髪
を
生
ず

え
い
え
い
　
　
　
か
ん
す
ゐ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

盈
盈
た
る
漢
水
　
越
ゆ
べ
き
が
若
き
も

を
し
　
　
　
　
　
　
　
な
み
　
　
し
の
　
　
　
　
ら
ば
つ
　
　
ほ

惜
む
べ
し
　
波
を
凌
い
で
羅
繊
に
歩
す

る
を
び
じ
ん
び
じ
ん
　
　
か
へ

美
人
美
人
　
帰
り
な
ん
い
ざ

　
　
　
て
う
う
ん
ぽ
　
う
　
　
　
な
　
　
　
　
や
う
だ
い
　
　
と

　
　
　
朝
雲
暮
雨
と
作
っ
て
陽
台
に
飛

　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
ぶ
こ
と
莫
か
ら
ん

　
【
校
　
　
語
】

2
若
　
『
王
埼
本
』
は
「
瀟
本
作
『
色
』
」
と
注
す
る
。
『
分
類
補

　
　
注
本
』
『
全
唐
詩
』
は
「
色
」
に
作
る
。

　
隙
『
宋
本
』
『
奉
・
詩
通
』
『
全
唐
詩
』
は
「
餐
」
に
作
る
。

3
泳
　
『
李
詩
通
』
は
「
氷
」
に
作
る
。

7
椀
嬰
　
『
成
淳
本
』
は
「
一
本
無
此
二
字
」
と
注
す
る
。

14

ﾚ
　
『
宋
本
』
『
成
淳
本
』
『
李
詩
通
』
は
「
機
」
に
作
る
。

16

驩
J
今
　
『
王
埼
本
』
は
「
膠
本
訣
『
暮
雨
分
』
三
字
」
と
注

　
　
す
る
。
『
宋
本
』
は
こ
の
三
字
が
な
い
。
『
成
淳
本
』
も
こ
の

　
　
三
字
が
な
い
が
、
注
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。

　
壽
型
・
韻
字
】

　
長
短
句
〔
雑
言
〕
古
詩
。

（
侵
韻
）
雪
・
絶
（
屑
韻
）

韻
）

色
・
得
（
職
韻
）
心
・
深
・
会
・
心

髪
・
越
・
鞍
（
月
韻
）
來
・
墓
（
灰

　
【
語
　
　
釈
】

0
其
十
二
　
こ
の
詩
も
男
か
ら
女
へ
寄
せ
る
と
い
う
設
定
。
但
し
、

　
　
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
は
「
此
ノ
詩
白
ノ
在
ユ
ノ

　
　
長
安
＝
時
期
二
贈
W
内
二
之
作
、
其
ノ
中
『
憐
君
』
二
句
、
『
盈

　
　
盈
』
二
句
、
『
美
人
』
二
句
、
擬
ス
ル
ニ
爲
コ
許
氏
之
語
一
。
」

　
　
と
注
す
る
。
「
寄
遠
十
二
首
」
全
体
と
し
て
は
、
男
の
一
人

　
　
称
計
七
首
、
女
の
一
人
称
計
五
首
。
う
ち
「
其
四
」
は
、
女

　
　
の
一
人
称
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
男
の
一
人
称
と
も
考
え
ら

　
　
れ
る
。
こ
の
詩
は
、
詩
中
に
「
号
」
字
を
多
く
含
む
こ
と
か

　
　
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
楚
辞
調
（
辞
賦
体
）
で
書
か
れ
て
い

　
　
る
。

1
芙
蓉
　
女
性
の
顔
の
美
し
さ
を
言
う
。
『
西
京
雑
記
』
巻
二
に

　
　
「
（
卓
）
文
君
妓
好
、
眉
色
如
け
望
コ
ガ
遠
山
↓
、
瞼
際
常
二

　
　
若
⇒
芙
蓉
↓
。
」
と
あ
る
。

　
輝
媚
　
女
性
の
美
し
さ
を
言
う
畳
韻
の
語
。
『
広
韻
』
「
仙
韻
」

　
　
に
「
握
娼
、
好
貌
。
」
と
あ
る
。

2
可
潰
　
「
喰
」
は
「
餐
」
に
同
じ
。
食
べ
て
し
ま
い
た
く
な
る
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ほ
ど
美
し
い
。
特
に
女
性
の
肌
を
三
ロ
う
。
西
晋
の
陸
機
「
日

　
　
出
東
南
隅
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
八
）
に
「
鮮
膚
一
二
何
ゾ
潤
ナ
ル
、

　
　
秀
色
若
蹄
可
時
ガ
餐
ス
」
と
あ
る
。

3
憐
君
　
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
は
、
こ
れ
以
下
の

　
　
二
句
を
、
許
氏
か
ら
李
白
へ
の
言
葉
と
す
る
が
、
取
ら
な
い
。

　
　
「
泳
玉
清
週
之
明
心
」
の
語
は
、
女
性
の
愛
す
る
男
へ
の
節

　
　
操
の
堅
さ
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
「
君
」
は
男
性
で
な
く
、

　
　
女
性
を
指
す
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
泳
玉
清
迦
之
明
心
　
「
泳
玉
」
は
心
を
喩
え
る
。
氷
の
玉
の
よ

　
　
う
に
澄
み
き
っ
た
心
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
の
男
性
に
対
す

　
　
る
変
わ
ら
ぬ
貞
節
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
類
似
表
現

　
　
と
し
て
は
、
南
朝
・
宋
の
飽
照
「
代
白
頭
吟
」
（
『
文
選
』
巻

　
　
二
八
）
に
あ
る
「
直
キ
コ
ト
如
コ
朱
糸
ノ
縄
↓
、
清
キ
コ
ト
如
⇒

　
　
玉
壼
ノ
泳
↓
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
女
性
の
節
操
の
堅

　
　
さ
を
言
っ
て
い
る
。
「
週
」
は
遥
か
な
さ
ま
。
「
清
週
」
で
、

　
　
ど
こ
ま
で
も
清
ら
か
な
こ
と
。
飽
照
の
「
舞
鶴
賦
」
（
『
文
選
』

　
　
巻
一
四
）
に
「
抱
コ
清
週
之
明
心
↓
」
と
あ
る
。

5
娘
葺
之
綺
食
　
「
狼
汗
」
と
は
、
『
准
南
子
』
「
墜
形
篇
」
等
に

　
　
見
え
る
昆
嵜
山
に
生
え
る
と
い
う
「
瑛
汗
樹
」
の
こ
と
。
そ

　
　
の
実
は
仙
界
の
美
味
な
果
実
と
し
て
知
ら
れ
る
。
三
国
魏
の

　
　
玩
籍
「
詠
懐
詩
、
其
四
十
三
」
に
「
朝
二
餐
ス
娘
汗
ノ
實
、

　
　
タ
ニ
宿
ス
丹
山
ノ
際
」
と
あ
る
。
「
綺
食
」
は
、
豪
華
で
美
し

　
　
い
食
物
。

6
鴛
鴛
之
錦
塞
　
鴛
鴛
の
縫
い
と
り
の
あ
る
錦
の
掛
け
布
団
。

　
　
「
哀
」
は
夜
具
の
意
。
『
西
京
雑
記
』
巻
一
に
、
趙
飛
燕
の

　
　
妹
が
趙
飛
燕
に
贈
っ
た
品
物
と
し
て
、
「
鴛
鴛
嬬
、
鴛
鴛
被
、

　
　
鴛
鳶
褥
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
初
唐
の
陳
子
昂

　
　
「
鴛
鴛
篇
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
三
）
に
「
聞
ク
有
ユ
ヲ
鴛
喬
ノ

　
　
綺
一
、
復
タ
有
コ
鴛
鴛
ノ
蓑
一
」
と
あ
る
。

7
碗
嬰
　
本
来
、
女
性
の
美
し
さ
を
言
う
畳
韻
の
語
。
『
韻
会
』

　
　
に
「
碗
饗
、
美
好
也
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
女
性
そ
の
も

　
　
の
を
指
し
て
い
る
。

10

ｶ
如
雪
見
慣
れ
な
い
表
現
。
涙
を
雨
に
喩
え
る
表
現
は
多
い

　
　
が
、
こ
こ
は
韻
字
の
関
係
で
「
雪
」
と
し
た
か
。
あ
る
い
は

　
　
　
そ
そ

　
　
「
雪
ぐ
」
の
意
で
、
動
詞
と
解
釈
す
べ
き
か
。
待
考
。

13

m
盈
漢
水
　
「
盈
盈
」
は
満
ち
溢
れ
る
様
。
「
漢
水
」
は
「
天
の

　
　
川
」
「
銀
河
」
。
こ
の
二
句
は
牽
牛
・
織
女
の
七
夕
伝
説
を
踏

　
　
ま
え
る
。
表
現
と
し
て
は
、
七
夕
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
著

　
　
名
な
「
古
詩
十
九
首
」
の
「
逼
追
牽
牛
星
」
（
『
文
選
』
巻
二

　
　
九
）
の
「
盈
盈
タ
リ
一
水
ノ
間
、
詠
脈
ト
シ
テ
不
レ
得
レ
語
ル
ヲ
」

　
　
を
踏
ま
え
る
。
な
お
、
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』

　
　
は
、
こ
れ
以
下
の
四
句
を
、
許
氏
か
ら
李
白
へ
の
言
葉
と
解

　
　
す
る
が
、
取
ら
な
い
。

14

ｽ
歩
羅
轄
　
う
す
ぎ
ぬ
の
足
袋
で
波
を
越
え
て
歩
い
て
行
く
。
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し
の

　
　
三
国
魏
の
曹
植
「
洛
神
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
九
）
の
「
陵
財
デ

　
　
（
五
臣
注
は
「
凌
」
に
作
る
）
波
ヲ
微
歩
ス
レ
バ
、
羅
鞭
生
以

　
　
塵
ヲ
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
「
羅
鞭
〔
機
〕
」
は
、
普
通
、

　
　
女
性
が
履
く
も
の
と
し
て
詩
に
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
李
白

　
　
の
「
玉
階
怨
」
に
「
玉
階
生
ジ
白
露
一
、
夜
久
シ
ゥ
シ
テ
侵
コ

　
　
羅
穂
場
」
と
あ
る
。

15

ｬ
去
來
　
「
さ
あ
、
帰
ろ
う
」
と
い
う
意
。
「
去
来
」
は
通
説
で

　
　
は
語
調
を
整
え
る
助
字
。
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
分
辞
」
の
表

　
　
現
を
踏
ま
え
る
。

16

ｩ
雲
暮
雨
今
飛
陽
憂
　
楚
王
と
巫
山
の
女
神
の
、
い
わ
ゆ
る
「
巫

　
　
山
雲
雨
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
（
「
其
四
」
の
語
釈
を
参
照
）
。

　
　
こ
こ
で
は
、
巫
山
の
女
神
が
、
陽
台
の
も
と
で
朝
に
は
雲
と

　
　
な
り
暮
れ
に
は
雨
と
な
り
、
楚
王
の
前
に
現
わ
れ
る
と
語
っ

　
　
た
言
葉
を
転
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
末
尾
二
句
は
難
解
。

　
　
久
保
天
随
は
「
美
人
、
美
人
、
い
ざ
さ
ら
ば
、
立
ち
去
る
も

　
　
善
か
ら
う
が
、
朝
雲
と
な
り
、
暮
雨
と
な
り
、
か
の
陽
台
の

　
　
下
に
飛
ん
で
、
楚
王
と
、
あ
ら
ぬ
浮
名
を
流
す
様
な
こ
と
が

　
　
あ
っ
て
は
成
ら
ぬ
。
」
と
訳
し
、
大
野
実
之
助
も
ほ
ぼ
同
様
で
、

　
　
末
尾
を
「
み
だ
り
に
愛
情
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
よ
う
な
こ
と

　
　
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
」
と
解
釈
す
る
。
要
す
る
に
、
両
者

　
　
と
も
妻
の
第
三
者
と
の
浮
気
を
戒
め
て
い
る
も
の
と
解
釈
し

　
　
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
の
第
三
句
目
に
「
憐
君
泳
玉
清

週
之
明
心
」
と
、
妻
の
節
操
の
堅
さ
を
誉
め
讃
え
て
い
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
こ
の
解
釈
で
は
釈
然
と
し
な
い
。
こ
こ
は
、

「
美
人
（
妻
を
指
す
）
よ
、
私
は
必
ず
近
い
う
ち
に
帰
っ
て

く
る
か
ら
、
君
が
雲
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
、
二
人
が
雲
雨
（
人

間
で
な
い
も
の
）
と
人
間
と
い
っ
た
、
遠
い
別
々
の
世
界
の

存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
い
。
生
身
の
人
間
ど
う
し

と
し
て
愛
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
い
っ
た
方
向
で

解
釈
し
た
い
。
ち
な
み
に
第
十
一
句
目
の
「
夢
」
も
、
こ
の

最
後
の
二
句
の
伏
線
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
楚
王
と
女

神
の
よ
う
に
夢
の
中
で
し
か
愛
し
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
末
尾
二
句
は
、
現
実

世
界
で
の
生
身
の
出
会
い
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
る
ほ
う

が
、
自
然
の
流
れ
と
は
言
え
ま
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
検
討

を
要
す
る
句
で
あ
る
。

　
【
通
　
　
釈
】

　
私
は
、
君
の
そ
の
芙
蓉
の
よ
う
に
美
し
い
艶
や
か
さ
を
愛
し
て

い
る
。
そ
の
美
貌
は
食
べ
て
し
ま
い
た
く
も
な
り
、
二
度
と
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
私
は
ま
た
、
君
の
そ
の
氷
の
玉
の
よ
う
に
澄
ん
だ
高
潔
な
心
を

い
と
お
し
く
思
う
。
極
ま
る
こ
と
の
な
い
情
け
、
深
い
深
い
思
い

を
。
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か
つ
て
は
、
朝
に
は
仙
界
の
食
べ
物
の
よ
う
に
美
味
な
食
事
を

共
に
し
、
夜
に
は
鴛
鳶
の
刺
繍
を
し
た
錦
の
袋
を
共
に
し
た
。

　
恩
情
を
か
け
た
美
し
い
君
と
、
あ
る
日
突
然
別
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
私
の
心
を
愁
い
で
掻
き
乱
さ
な
い
で
お
く
れ
。

　
私
の
心
は
、
愁
い
で
乱
れ
る
と
、
涙
が
雪
の
よ
う
に
、
は
ら
は

ら
と
流
れ
落
ち
て
し
ま
う
。

　
寒
々
と
し
た
と
も
し
び
の
中
、
夢
も
見
飽
き
て
、
魂
は
断
ち
切

れ
そ
う
に
な
る
。
目
覚
め
れ
ば
、
君
を
思
っ
て
、
髪
の
毛
も
白
く

な
る
。

　
満
々
と
水
を
た
た
え
る
天
の
川
も
、
渡
ろ
う
と
思
え
ば
渡
れ
る

が
、
（
私
の
方
か
ら
渡
っ
て
行
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
）
君
が
波
を
越

え
よ
う
と
し
た
ら
、
君
の
う
す
ぎ
ぬ
の
足
袋
は
濡
れ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
（
か
ら
）
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
惜
し
ま
れ
る
。

　
美
人
よ
、
美
人
、
君
の
も
と
へ
帰
っ
て
行
こ
う
。
も
う
、
夢
の

中
で
し
か
会
え
な
い
、
う
つ
つ
に
は
雨
や
雲
と
な
っ
て
陽
台
に
で

し
か
会
え
な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
楚
王
と
巫
山
の
女
神
の
よ
う
な

悲
劇
は
繰
り
返
す
ま
い
。
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